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経
済
産
業
省
は
２
０
２
１

年
７
月
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
改
定
素
案
を
公
表
し

た
。
２
０
３
０
年
度
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）

の
比
率
を
こ
れ
ま
で
の
22
〜

24
％
か
ら
36
〜
38
％
に
引
き

上
げ
る
と
し
て
い
る
。
原
子

力
の
比
率
は
20
〜
22
％
を
維

持
。
燃
焼
時
に
二
酸
化
炭
素

る
か
ら
だ
。し
か
も
27
基
中
、

今
後
新
た
に
60
年
運
転
の
許

可
を
得
な
け
れ
ば
２
０
３
０

年
に
運
転
で
き
な
い
も
の
が

８
基
も
あ
る
。

　

原
子
力
の
不
足
分
を
補
完

す
る
に
は
、
再
エ
ネ
比
率
を

50
％
と
い
っ
た
さ
ら
に
高
い

水
準
に
持
っ
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
し
て
配
電
系
統

に
接
続
さ
れ
る
多
く
の
再
エ

ネ
電
源
に
見
合
う
よ
う
、
配

電
イ
ン
フ
ラ
の
大
幅
な
改
造

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

は
、
各
地
域
が
資
源
を
最
大

限
活
用
し
な
が
ら
自
立
・
分

散
型
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
形

成
し
つ
つ
、
地
域
の
活
力
が

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
す

考
え
方
で
あ
り
、
配
電
イ
ン

フ
ラ
の
改
造
も
含
ま
れ
る
。

　

今
後
は
一
般
送
配
電
事
業

者
（
大
手
電
力
会
社
）
が
所

有
し
管
理
運
営
し
て
い
た
配

電
網
を
独
立
さ
せ
、
新
規
事

業
者
に
譲
渡
ま
た
は
貸
与
し

て
運
用
で
き
る
よ
う
認
可
す

る
配
電
事
業
ラ
イ
セ
ン
ス
制

　

そ
の
一
環
と
し
て
経
産
省

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
は
、
地
域
の
再
エ
ネ
を

自
立
的
に
活
用
す
る
た
め
の

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

実
証
・
構
築
事
業
を
進
め
て

き
た
。
環
境
省
で
は
、
第
５

次
環
境
基
本
計
画
に
お
い

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
パ
リ
協
定

と
い
っ
た
環
境
・
経
済
・
社

会
の
課
題
を
踏
ま
え
「
地
域

循
環
共
生
圏
」
を
提
唱
し
て

い
る
。
地
域
循
環
共
生
圏
と

度
が
実
施
さ
れ
る
。
特
定
の

地
域
で
大
手
電
力
会
社
が
整

備
し
た
配
電
網
や
設
備
を
、

新
技
術
や
地
域
特
性
を
有
効

に
活
用
で
き
る
事
業
者
に
利

用
さ
せ
、
コ
ス
ト
削
減
や
災

害
対
応
な
ど
の
向
上
を
狙

う
。
特
に
多
発
す

る
災
害
へ
の
対
応

と
し
て
経
産
省
が

災
害
に
強
い
地
域

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
の
推
進
・
普
及

を
目
指
し
て
お
り
、
ラ
イ
セ

ン
ス
制
度
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
自
然
災
害
な
ど
で
電
力
設

備
に
支
障
を
き
た
し
て
も
直

ち
に
復
旧
し
給
電
を
再
開
す

る
能
力
）
向
上
に
資
す
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

▼
低
炭
素
社
会
実
行
計
画

　

日
本
の
産
業
界
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
削
減
を
目
的
に
し
た

自
主
的
な
取
り
組
み
。
日

本
経
済
団
体
連
合
会
（
経

団
連
）
と
１
１
５
の
業
界

団
体
が
策
定
。
各
業
界
団

体
は
①
２
０
２
０
年
・
２

０
３
０
年
に
お
け
る
排
出

削
減
目
標
②
製
品
の
使
用

や
廃
棄
も
含
む
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
他
部
門

で
の
削
減
貢
献
③
海
外
で

の
削
減
貢
献
④
革
新
的
技

術
の
開
発
・
導
入
│
│
の

４
項
目
に
沿
っ
て
活
動
を

進
め
、
政
府
は
毎
年
そ
れ

ぞ
れ
の
進
捗
状
況
を
点
検

し
て
い
る
。

▼
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金

　

小
売
電
気
事
業
者
は
自

ら
の
顧
客
が
使
う
電
気
の

量
を
予
測
し
て
供
給
量
を

事
前
に
確
保
す
る
。
だ
が

天
候
の
急
変
で
需
要
が
確

保
し
た
電
力
量
を
上
回
る

場
合
な
ど
は
、
そ
の
差
分

を
大
手
の
発
電
事
業
者
な

ど
が
補
い
、
需
要
家
に
電

気
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の

差
分
に
対
し
て
支
払
わ
れ

る
精
算
金
を
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
料
金
と
い
う
。

　

安
定
供
給
に
支
障
を
き

た
す
意
味
か
ら
ペ
ナ
ル
テ

ィ
と
し
て
の
要
素
が
あ

り
、
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金

は
、
市
場
価
格
に
一
定
数

を
乗
じ
た
割
高
の
単
価
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
出
さ
な
い
水

素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
は
１

％
を
見
込
む
。
こ
れ
ら
脱
炭

素
電
源
で
59
％
を
目
指
す
。

天
然
ガ
ス
や
石
炭
な
ど
の
火

力
発
電
は
41
％
と
し
２
０
１

９
年
度
実
績
（
76
％
）
の
半

分
近
く
に
減
ら
す

目
標
だ
。

　

だ
が
こ
の
う
ち

原
発
の
目
標
達
成

は
疑
問
視
す
る
声

が
多
い
。
現
状
で

再
稼
働
し
た
原
子
炉
は
10
基

な
の
に
対
し
、
未
稼
働
の
17

基
を
合
わ
せ
た
27
基
を
稼
働

さ
せ
、
さ
ら
に
80
％
と
い
う

高
い
設
備
利
用
率
（
原
発
事

故
前
10
年
の
平
均
は
67
・
８

％
）
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
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経
済
産
業
省
と
環
境
省
は
２
０
２
１

年
６
月
、
所
管
す
る
44
業
種
が
策
定
す

る
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
（
左
欄
用
語

解
説
参
照
）
に
つ
い
て
進
捗
状
況
な
ど

を
評
価
・
検
証
し
、
結
果
を
公
表
し
た
。

対
象
は
２
０
１
９
年
度
の
実
績
。
計
画

の
多
く
で
進
展
が
見
ら
れ
、
全
体
の
約

８
割
の
業
種
が
す
で
に
２
０
２
０
年
の

目
標
に
到
達
し
、
同
じ
く
約
４
割
は
２

０
３
０
年
目
標
の
水
準
も
上
回
っ
て
い

た
。
２
０
１
６
年
５
月
に
閣
議
決
定
し

た
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
で
は
低
炭
素

社
会
実
行
計
画
を
産
業
界
に
お
け
る
対

策
の
中
心
的
役
割
と
位
置
づ
け
、
政
府

の
審
議
会
な
ど
で
定
期
的
に
厳
格
な
評

価
・
検
証
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
て
い

済
み
＝
35
（
17
）、
目
標
未
到
達
だ
が

対
策
な
し
で
現
状
維
持
の
場
合
（
Ｂ
Ａ

Ｕ
）
な
ど
と
比
べ
排
出
減
＝
５
（
23
）、

目
標
未
到
達
で
Ｂ
Ａ
Ｕ
な
ど
と
比
べ
排

出
増
＝
２
（
２
）、
デ
ー
タ
未
集
計
な

ど
＝
２
（
２
）
│
│
と
な
っ
て
い
る
。

　

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
他
部
門

で
の
取
り
組
み
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た

業
種
は
42
（
う
ち
数
値
な
ど
で
示
す
定

量
的
記
載
が
あ
る
業
種
は
28
）、グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
を
通
じ
海
外
で
の
削
減
貢
献

で
同
様
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
た
業
種

る
。
今
回
の
取
り
ま
と
め
も
そ
の
方
針

に
基
づ
く
も
の
。

　

対
象
に
な
っ
た
44
業
種
に
お
け
る
２

０
１
９
年
度
実
績
の
２
０
２
０
年
目
標

に
対
す
る
進
捗
状
況
の
内
訳
（
カ
ッ
コ

内
は
同
２
０
３
０
年
目
標
）
は
、
達
成

前
倒
し
目
標
達
成
約
８
割

は
26
（
同

15
）、
革

新
的
技
術

の
開
発
・

導
入
で
は
32
（
同
６
）
だ
っ
た
。

　

経
産
省
で
は
温
暖
化
対
策
に
広
く
役

立
て
る
た
め
、
今
回
検
証
し
た
計
画
の

自
主
的
取
り
組
み
の
中
か
ら
他
業
界
で

も
参
考
に
な
る
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
事
例
集
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
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常
に
外
気
に

さ
ら
さ
れ
る
自

然
の
植
物
は
温

暖
化
の
影
響
を

受
け
る
。
紅
葉

や
落
葉
の
時
期
は
、
寒
さ
が

和
ら
ぎ
遅
く
な
っ
た
と
い
う

報
告
や
、
逆
に
光
合
成
が
活

発
に
な
り
葉
の
老
化
が
進
む

の
で
早
く
落
ち
る
と
す
る
研

究
者
も
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
今
の
暦
と
ず
れ
る
。

▼
２
０
５
０
年
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
達
成

す
れ
ば
少
し
は
抑
え
ら
れ
る

の
か
。
目
標
年
は
子
を
持
つ

世
代
が
孫
の
顔
を
見
る
時

分
。
幼
子
の
目
に
ど
ん
な
秋

の
景
色
が
映
る
だ
ろ
う
。

▼
時
期
の
前
後
は
と
も
か
く

多
く
の
街
頭
に
並
ぶ
イ
チ
ョ

ウ
は
、
葉
を
黄
に
染
め
一
斉

に
散
ら
す
営
み
を
続
け
て
い

る
は
ず
だ
。
大
気
汚
染
に
強

く
生
長
も
早
い
た
め
日
本
で

最
も
多
く
街
路
樹
に
使
用
さ

れ
て
い
る
樹
種
な
の
だ
。
人

類
が
誕
生
す
る
は
る
か
以

前
、
１
億
７
０
０
０
万
年
前

の
ジ
ュ
ラ
紀
に
も
同
種
が
生

息
し
種
を
つ
な
い
で
い
る

「
生
き
た
化
石
」
と
呼
ば
れ

る
植
物
で
あ
る
。
た
だ
し
野

生
の
イ
チ
ョ
ウ
は
中
国
の
一

部
に
し
か
な
く
国
際
自
然
保

護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
が
絶

滅
危
惧
種
に
分
類
し
て
い
る

生
物
で
も
あ
る
。

▼
あ
の
特
徴
的
な
扇
型
の
葉

を
持
つ
木
は
漢
字
で「
銀
杏
」

の
ほ
か
「
公
孫
樹
」
と
も
書

く
。
こ
れ
は
、
寿
命
も
長
い

が
植
樹
後
に
実
が
な
る
ま
で

も
長
く
、
孫
の
代
ま
で
か
か

る
と
い
う
意
味
か
ら
き
て
い

る
。
今
年
植
え
た
イ
チ
ョ
ウ

が
実
を
つ
け
る
頃
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成

し
て
い
る
予
定
で
あ
る
。

減
に
欠
か
せ
な
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
の

導
入
を
促
進
さ
せ
る
仕
組
み

も
追
加
し
た
。
こ
れ
ま
で
自

治
体
の
温
暖
化
対
策
に
は
再

エ
ネ
の
導
入
目
標
ま
で
は
求

め
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

を
計
画
に
加
え
る
よ
う
定
め

た
。
再
エ
ネ
発
電
事
業
者
が

自
治
体
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
で
各
種
許
可
手
続
き
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
ら
れ
る

な
ど
の
特
例
も
設
け
て
い

る
。

　

一
定
規
模
の
企
業
に
報
告

へ
の
報
告
を
原
則
電
子
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
も
の
と
し
、
国

は
こ
れ
を
速
や
か
に
公
表
す

る
。
企
業
単
位
で
は
な
く
事

業
所
単
位
の
情
報
は
こ
れ
ま

で
開
示
請
求
が
必
要
だ
っ
た

が
そ
れ
を
廃
止
し
、
す
べ
て

閲
覧
で
き
る
よ
う
国
の
公
表

情
報
に
含
め
る
。

　

改
正
温
対
法
の
公
布
は
２

０
２
１
年
６
月
で
、
１
年
以

内
に
施
行
さ
れ
る
。

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定

報
告
公
表
制
度
も
見
直
し

た
。
脱
炭
素
経
営
に
取
り
組

む
企
業
が
有
利
に
な
る
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資

の
進
展
に
対
応

し
た
措
置
だ
。
排
出
量
の
情

報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
投
資

家
な
ど
が
容
易
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
を
進
め
る
。
具
体
的
に

は
紙
媒
体
が
中
心
だ
っ
た
国

ト
ラ
ル
」
の
宣
言
を
受
け
、

そ
れ
を
明
文
化
す
る
狙
い
が

あ
っ
た
。
法
に
定
め
る
こ
と

で
政
権
が
代
わ
っ
て
も
取
り

組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
姿

勢
が
国
内
外
に
示
さ
れ
た
。

　

２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭

素
社
会
実
現
の
目
標
は
「
基

本
理
念
」
と
し
て
条
文
に
加

え
た
。
産
業
革
命
以
降
の
世

界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
２

℃
（
で
き
る
限
り
１
・
５
℃
）

に
抑
え
る
パ
リ
協
定
を
踏
ま

え
る
こ
と
や
、
環
境
保
全
と

経
済
発
展
を
統
合
的
に
進
め

る
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

　

温
対
法
が
最
初
に
成
立
し

た
の
は
１
９
９
８
年
。
そ
の

前
年
に
地
球
温
暖
化
対
策
の

世
界
的
枠
組
み
「
京
都
議
定

書
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
国
内
の
ル
ー
ル
が
定
め

ら
れ
た
。
以
来
、
議
定
書
の

発
効
や
約
束
期
間
の
終
了
に

伴
う
新
た
な
対
策
計
画
の
策

定
な
ど
を
機
に
改
正
が
重
ね

ら
れ
て
い
っ
た
。今
回
は「
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

2021年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
は
、
左
の
通
り
で

す
。
水
色
の
二
重
囲

み
マ
ス
に
あ
る
５
つ

の
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
「
コ
ウ
リ
ュ
ウ
」

（
交
流
）
が
正
解
。
今

回
も
、
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（25周年記念サイト）

そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ

た
略
語
。
環
境
は
地
球
温
暖

化
対
策
、
社
会
は
人
権
へ
の

対
応
、
企
業
統
治
は
法
令
順

守
と
い
っ
た
事
項
を
確
認

し
、
こ
れ
ま
で
の
財
務
指
標

で
は
隠
れ
て
い
た
情
報
を
評

価
し
て
投
資
対
象
を
選
ぶ
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
配
慮
し
た
企
業

は
、
持
続
的
成
長
や
中
長
期

的
収
益
を
も
た
ら
す
と
の
考

え
に
基
づ
い
て
い
る
。

無 料

答えは「コウリュウ」
（交流）でした。

多数のご応募ありがとうございました。
企画/編集：ダイアローグ　校正：ディクション

２
解
説
知
っ
て
お
き
た
い
再
エ
ネ
第
１
回

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
日
本
の
現
状

４
身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話　
《
最
終
回
》

意
外
と
知
ら
な
い
電
気
料
金
の
算
定
方
法

５
各
部
署
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
語
る
日
本
テ
ク
ノ
社
員
群
像

保
安
本
部
保
安
部
保
安
採
用
課
課
長
彦
坂
泰
幸

８A
ll for JA

P
A
N

津
波
、風
評
の
被
害
を
乗
り
越
え
、復
興
へ
邁
進
【
サ
ン
エ
イ
海
苔
】

連
載
記
事
ほ
か　

■
お
客
さ
ま
マ
イ
ペ
ー
ジ
／
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

７

登
録
方
法
の
紹
介
／
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
告
知

森
林
と
関
連
産
業
で「
グ
リ
ー
ン
成
長
」

い
林
業
」
の
推
進
③
木
材
産

業
の
競
争
力
強
化
④
都
市
な

ど
で「
第
２
の
森
林
づ
く
り
」

⑤
新
た
な
山
村
価
値
の
創
造

│
│
の
５
つ
。こ
の
う
ち「
第

２
の
森
林
づ
く
り
」
で
は
、

中
高
層
建
築
物
で
の
木
材
利

用
の
拡
大
な
ど
で
都
市
に
炭

素
を
貯
蔵
し
、
温
暖
化
防
止

へ
の
寄
与
を
目
指
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
で
は
、
数

基
づ
き
策
定
さ
れ
る
計
画
で

お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
る
。

　

今
回
は
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
よ
る
「
グ
リ
ー

ン
成
長
」
を
主
題
に
掲
げ
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
も
見
据
え
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。
柱
と
な

る
施
策
は
①
森
林
資
源
の
適

正
な
管
理
・
利
用
②
「
新
し

　

森
林
の
管
理
や
関
連
産
業

の
行
政
を
担
う
林
野
庁
は
２

０
２
１
年
６
月
、新
た
な「
森

林
・
林
業
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。
森
林
・
林
業
基
本
法
に

値
目
標
も
示
し
た
。「
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発

揮
」
に
関
す
る
目
標
は
、
適

切
な
管
理
や
保
全
を
し
た
と

き
の
５
・
10
・
20
年
後
の
森

林
の
状
態
を
、育
成
単
層
林
、

育
成
複
層
林
、
天
然
生
林
の

各
面
積
で
表
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
、「
林
産
物
の
供
給

及
び
利
用
」
に
関
す
る
目
標

と
し
て
、
２
０
２
５
年
に
４

０
０
０
万
立
法
㍍
に
す
る
木

材
供
給
量
や
用
途
別
利
用
量

な
ど
も
設
定
し
て
い
る
。

「
森
林・林
業
基
本
計
画
」
閣
議
決
定

産業界の温暖化対策を検証
経済産業省／環境省

　

洪
水
の
リ
ス
ク
も
高
ま

る
。
中
小
河
川
の
氾
濫
発
生

の
目
安
（
最
大
流
量
を
上
流

の
集
積
面
積
で
割
っ
た
ピ
ー

ク
流
出
高
が
１
時
間
当
た
り

30
㍉
㍍
）
を
超
え
る
箇
所

が
、
２
℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ
で

は
現
在
気
候
に
比
べ
１
・
44

倍
、
４
℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ
で

は
２
・
28
倍
に
な
っ
た
。
実

際
の
台
風
19
号
で
も
東
日
本

全
域
で
大
き
な
被
害
が
発
生

し
た
が
、
そ
の
地
域
が
拡
大

す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
評
価
報
告
は
継
続
し

て
行
わ
れ
２
年
目
は
近
畿
地

方
な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受

け
た
２
０
１
８
年
の
台
風
21

号
も
対
象
に
加
え
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
予
定
。

す
る
結
果
と
な
っ
た
。
温
暖

化
に
よ
る
海
面
水
温
の
上
昇

で
台
風
へ
の
水
蒸
気
の
供
給

と
し
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
た
。

　

い
ず
れ
の
シ
ナ
リ
オ
で
も

実
際
に
発
生
し
た
台
風
よ
り

強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
日

本
に
接
近
し
、
雨
量
も
増
加

を
通
過
す
る
と
仮
定
。
産
業

革
命
以
降
の
温
度
上
昇
を
あ

る
程
度
抑
え
た
場
合
と
抑
制

で
き
な
か
っ
た
と
き
を
、
そ

れ
ぞ
れ
「
２
℃
上
昇
シ
ナ
リ

オ
」「
４
℃
上
昇
シ
ナ
リ
オ
」

　
「
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

激
甚
化
に
関
す
る
影
響
評

価
」
の
１
年
目
の
中
間
報
告

と
し
て
示
し
た
。
２
０
１
９

年
の
台
風
19
号
が
、
同
じ
位

置
で
発
生
し
、
同
様
の
経
路

が
増
え
、
大
気
が
蓄
え
ら
れ

る
水
蒸
気
量
が
多
く
な
る
の

が
主
な
要
因
と
し
て
い
る
。

河
川
氾
濫
リ
ス
ク
２・
28
倍

温
暖
化
想
定
で
2019
年
台
風
19
号
を
検
証

　

現
在
起
き
て
い
る
気
象
現
象
が
地
球
温
暖
化
の
進
行
し
た
状
況
で
発
生
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
。
そ
の
検
証
を
進
め
て
い
る
環
境
省
は
２
０
２

１
年
７
月
、
統
計
開
始
以
来
最
大
の
水
害
被
害
額
を
記
録
し
た
２
０
１
９
年
の
令
和
元

年
東
日
本
台
風
（
台
風
19
号
）
を
対
象
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
公
表
し
た
。

温暖化進行時の令和元年東日本台風シミュレーション結果

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
素
案
に
お
け
る

再
エ
ネ
の
位
置
づ
け
と
配
電
イ
ン
フ
ラ
の
改
造 Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資

環
境
（Environment

）、

社
会
（Social

）、
企
業
統

治
（Governance

）
の
３
つ

の
要
素
を
重
視
し
て
行
う
投

資
の
手
法
。「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」
は
、
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■
保
安
サ
ー
ビ
ス
特
集

5

電
験
技
塾
／
電
気
点
検
簿
／
特
高
外
部
選
任

※「森林・林業基本計画」をもとに作成。

（数値は森林面積／単位：万ha）

バランスのいい森林を目指す基本計画の目標

　

国
民
お
よ
び
国
、
自
治
体
、
企
業
、
民
間
団
体
が
取
り
組
む
気
候
変
動
の
緩
和
策
な
ど
を
定
め
た
改
正
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
法
（
改
正
温
対
法
）
が
２
０
２
１
年
５
月
、
国
会
で
可
決
、
成
立
し
た
。
２
０
２
０
年
10
月
に
宣

言
し
た
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
目
標
が
明
記
さ
れ
る
形
と
な
り
、
期
限
が
示
さ
れ
た
脱
炭

素
社
会
へ
の
取
り
組
み
が
法
的
根
拠
を
持
っ
た
。

改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
成
立

改正温対法のポイント

２０５０２０５０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
法
的
根
拠

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
法
的
根
拠

シ ョ ウ エ ネ
ョ 　 ミ コ
ウ チ 　 ナ リ
シ ュ ツ 　 ッ
ョ 　 ユ ー カ

「指向の状態」は参考値。針葉樹、広葉樹などバラン
スよく多様な森林が存在している状態を示し、2020
年の現況を基準に算出している。また森林面積は、
10万 ha単位で四捨五入しているため合計が合わな
いものがある。

（年）
育成
単層林

育成
複層林

天然
生林 合 計

現況 2020 1,010 110 1,380 2,510

目標

2025 1,000 130 1,370 2,510

2030 990 150 1,360 2,510

2040 970 190 1,340 2,510

指向の状態 660 680 1,170 2,510

環境省 災害シミュレーション

２℃上昇シナリオ ４℃上昇シナリオ 令和元年
東日本台風

東京湾付近で
の中心気圧

平均8 hPa
低下

平均14 hPa
低下

神奈川県川崎市
付近通過時
　965hPa

関東・東北地方
の累積降水量

平均6％増加
（4～11%）

平均22％増加
（9～32％）

関東地方で
100～1,000mm

最大発達時の
風速

平均2.6m/s
増加

（0.9～4.3m/s）

平均3.4m/s
増加

（1.7～5.5m/s）
55m/s

中小河川で氾
濫の目安（ピ
ーク流出高：
30mm/h）を
越える箇所

1.44倍 2.28倍
東日本全域で氾
濫による大きな
被害

東京湾の潮位
の変化 平均5％増加 平均13％増加

台風通過時の最
高潮位は平均海
面より２mを上
回った可能性

基
本
理
念

新たな条文として「基本理念」を追
加し、以下の内容を盛り込んだ。
◉ パリ協定の２℃目標および1.5℃
の努力目標を踏まえること
◉ 環境保全と経済社会の発展を統合
的に推進すること
◉ ２０５０年までにカーボンニュートラ
ル（脱炭素社会）を実現すること
◉ 国民、国、自治体、企業、民間団
体の密接な連携で活動を推進して
いくこと

再
エ
ネ
の
導
入
促
進

◉ 自治体に再エネ導入目標の設定を
義務づけ
◉ 自治体が再エネ導入の促進区域を
設定し、導入の合意形成を容易に
する
◉ 再エネ事業者は自治体の認定で各
種許可手続きのワンストップサー
ビスを受けられる

企
業
の
排
出
量
報
告

◉ 紙媒体での提出が中心だった企業
の排出量報告をデジタル化
◉ 報告から公表までこれまで約２年
かかっていた期間を１年未満に
◉ 企業単位だった排出量の公表を事
業所ごとの情報にし、ESG投資に
もつながるようオープンデータ化
を推進

https://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/lp/index3.html
https://econews.jp/article/column/frontline/
https://econews.jp/glossary/
https://www.n-techno.co.jp/25th/goods_cd.html
https://econews.jp/newspaper2/crossword/
https://www.n-techno.co.jp/
https://www.nichidenkyo.jp/
https://www.facebook.com/nihontechno/
https://www.instagram.com/nihontechno/
https://twitter.com/nihontechno
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環
境
産
業
市
場
約
110
兆
円
過
去
最
大

雇
用
規
模
も
最
大
約
２
７
０
万
人

２
０
１
９
年

環
境
省
ま
と
め

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
教
育
の
推
進

　

文
部
科
学
省
と
環
境
省
は
２
０

２
１
年
５
月
、「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）」

に
関
す
る
実
施
計
画
を
策
定
し

た
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
、
人
類
が
将
来
に

わ
た
っ
て
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、
担
い
手
を
育
成
す
る
教
育

の
こ
と
。
２
０
０
２
年
の
国
際
会

議
で
日
本
が
提
唱
し
た
考
え
方

だ
。
以
降
、
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
主
導
で
国

際
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

実
施
計
画
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
の
た
め
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
活
動
が
有
用

だ
と
す
る
国
連
総
会
の
採
択
事
項

を
踏
ま
え
、そ
の
旨
を
明
記
し
た
。

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関

与
を
促
す
方
策
や
、
５
つ
の
優
先

行
動
分
野
（
政
策
推
進
、
学
習
環

境
の
変
革
、教
育
者
の
能
力
構
築
、

若
い
世
代
へ
の
働
き
か
け
、
地
域

活
動
）
ご
と
の
実
施
す
べ
き
取
り

組
み
な
ど
も
示
し
て
い
る
。

海
外
支
援
で
Ｃ
Ｏ
２

１
億
㌧
減

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
取
り
組
む
環
境

省
は
２
０
２
１
年
６
月
、
二
国
間

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
に

よ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排

出
削
減
量
の
目
標
を
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
累
計
１
億
㌧
に
す
る

と
発
表
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
日
本
の

省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
の
技
術
を
途
上

国
な
ど
海
外
で
導
入
し
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
を
両
国
で
分
け
合
う
制

度
。
官
民
連
携
で
最
大
１
兆
円
程

度
の
事
業
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
国
連

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
26
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
で
は
、

排
出
量
取
引
の
市
場
ル
ー
ル
が
確

定
す
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
取
引
の
活
性
化
が
期
待
で

き
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
目
標
達
成
に
向

け
る
意
味
か
ら
も
、
日
本
は
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を

主
導
し
て
い
く
考
え
だ
。

テ
ー
マ
は
経
済
社
会
の
再
設
計

　

環
境
省
は
２
０
２
１
年
６
月
、

２
０
２
１
年
版
「
環
境
白
書
・
循

環
型
社
会
白
書
・
生
物
多
様
性
白

書
」
を
公
表
し
た
。
白
書
は
環
境

基
本
法
な
ど
に
基
づ
く
年
次
報
告

書
で
２
０
０
９
年
版
か
ら
環
境
分

野
の
３
つ
を
合
冊
に
し
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
は
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

経
済
社
会
の
リ
デ
ザ
イ
ン
（
再

設
計
）」。
温
暖
化
と
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
二
重
の
危
機
を
克
服
し
て
い

く
た
め
の
国
、
自
治
体
、
企
業

の
取
り
組
み
を
紹
介
。
そ
こ
に
は

脱
炭
素
、
循
環
経
済
、
分
散
型

社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
移
行
し
て

い
く
姿
が
記
さ
れ
て
い
る
。
白

書
は
環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://www.env.go.jp/policy/
hakusyo/

）
か
ら
入
手
で
き
る
。

成
長
し
た
。
全
産
業
に
占
め

る
環
境
産
業
の
割
合
は
10
・

表
し
て
い
る
も
の
。
今
回
は

２
０
２
０
年
版
に
な
り
、
２

０
１
９
年
の
集
計
を
行
っ
て

い
る
。
環
境
産
業
を
「
供
給

す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
、

環
境
保
護
及
び
資
源
管
理

に
、
直
接
的
又
は
間
接
的
に

寄
与
し
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
産
業
」

と
定
義
し
、
推
計
す
る
。

　

２
０
１
９
年
環
境
産
業
の

市
場
規
模
は
約
１
１
０
・
３

兆
円
で
過
去
最
大
。
２
０
０

０
年
と
比
べ
約
１
・
９
倍
に

雇
用
規
模
等
に
関
す
る
報
告

書
」
は
、
環
境
省
が
毎
年
公

　

推
計
結
果
を
ま
と
め
た

「
環
境
産
業
の
市
場
規
模
・

　

環
境
と
経
済
の
相
互
関
係
に
着
目
し
た
情
報
を
整
備
し
発
信
を
行
っ
て
い
る
環
境
省
は

２
０
２
１
年
６
月
、
環
境
産
業
の
市
場
規
模
や
雇
用
規
模
な
ど
の
２
０
１
９
年
に
お
け
る

推
計
を
ま
と
め
公
表
し
た
。
市
場
と
雇
用
の
規
模
は
い
ず
れ
も
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

５
％
。
２
０
０
０
年
は
６
・

１
％
だ
っ
た
。
雇
用
規
模
も

過
去
最
大
で
約
２
６
８
・
８

万
人
。
２
０
０
０
年
と
の
比

較
で
は
約
１
・
49
倍
に
な
っ

て
い
る
。
環
境
産
業
の
輸
出

額
は
約
17
・
３
兆
円
、
輸
入

額
は
約
４
・
０
兆
円
だ
っ
た
。

　

報
告
書
で
は
環
境
産
業
を

４
分
野
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
規
模
も
推
計
し
て
い
る
。

「
環
境
汚
染
防
止
分
野
」
は

自
動
車
排
気
ガ
ス
浄
化
触
媒

が
増
加
し
市
場
規
模
は
約

13
・
０
兆
円
、「
地
球
温
暖

化
対
策
分
野
」
は
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
な
ど
省
エ
ネ
関
連
が

増
え
約
37
・
８
兆
円
、「
廃

棄
物
処
理
・
資
源
有
効
利
用

分
野
」
は
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ

ペ
ア
市
場
が
増
加
に
転
じ
約

50
・
９
兆
円
、「
自
然
環
境

保
全
分
野
」
は
持
続
可
能
な

農
林
水
産
業
の
微
増
な
ど
で

約
８
・
５
兆
円
と
な
っ
た
。

　

な
お
推
計
は
毎
年
対
象
産

業
を
見
直
す
た
め
以
前
発
表

の
数
値
と
異
な
る
場
合
が
あ

り
、
合
計
は
端
数
処
理
の
た

め
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。

eco topicseco topics
国
交
省
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
策
定

　

政
府
の
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣

言
な
ど
へ
の
対
応
を
進
め
る
国
土
交
通
省
は
２
０
２

１
年
７
月
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
て
重
点

的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
国
土
交
通
グ
リ
ー

ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
策
定
し
た
。
国
内
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の
約
５
割
を
占
め
る
運
輸
と
家

庭
・
業
務
部
門
の
脱
炭
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
気

候
変
動
に
適
応
で
き
る
国
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

重
点
を
置
く
の
は
、
く
ら
し
と
ま
ち
、
自
然
共
生

地
域
、
交
通
・
物
流
・
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
、
交
通
・

物
流
サ
ー
ビ
ス
、
港
湾
・
海
事
、
イ
ン
フ
ラ
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
６
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
で
分
野
横
断

的
に
官
民
の
連
携
を
推
進
し
つ
つ
、
統
合
・
複
合
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
の
う
ち
交
通
・
物
流
・
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
で

は
自
動
車
電
動
化
へ
の
対
応
を
促
進
す
る
。
運
輸
部

門
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
86
％
を
占
め
る
自
動
車
の
排

出
削
減
を
目
指
し
、
乗
用
車
は
２
０
３
５
年
ま
で
に

新
車
販
売
の
１
０
０
％
を
電
動
化
し
て
い
く
と
い
っ

た
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

■
温
暖
化
対
策
と
海
外
依
存
脱
却

　

２
０
２
１
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
素
案
で
は
２
０

３
０
年
度
に
目
指
す
再
エ
ネ
発
電
の
比

率
を
36
〜
38
％
に
し
て
い
る
。
２
０
１

９
年
度
の
実
績
は
18
％
。
倍
増
を
狙
う

野
心
的
な
目
標
で
あ
る
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
増
や
そ
う
と
す
る
の

か
。
周
知
の
通
り
背
景
に
は
地
球
温
暖

化
の
問
題
が
あ
る
。
国
連
の
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
第
１
作
業
部
会
が
２
０
２
１
年
８

月
に
発
表
し
た
第
６
次
評
価
報
告
書
で

は
、
温
暖
化
対
策
を
施
さ
な
か
っ
た
場

合
、
今
世
紀
末
に
は
世
界
の
平
均
気
温

が
３
・
３
〜
５
・
７
℃
上
昇
す
る
と
予

測
し
た
。
そ
の
と
き
世
界
の
年
平
均
降

水
量
は
最
大
13
％
増
加
し
、
平
均
海
面

水
位
も
最
大
約
１
㍍
上
昇
す
る
。

　

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は

２
０
１
９
年
度
実
績
で
12
億
１
２
０
０

万
㌧
。
う
ち
約
８
割
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
起

源
の
排
出
量
だ
。
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
見
直
し
が
地
球
温
暖
化
対
策
に

大
き
く
貢
献
す
る
。
ま
た
、
化
石
燃
料

に
頼
る
発
電
は
現
状
７
割
以
上
を
占
め

る
が
、
燃
料
の
ほ
と
ん
ど
は
海
外
か
ら

の
輸
入
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
の

観
点
か
ら
も
再
エ
ネ
を
含
め
た
国
産
燃

料
の
増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

■
日
本
に
お
け
る
再
エ
ネ

　

石
油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
と
違

い
半
永
久
的
に
利
用
で
き
、
発
電
時
に

は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
ほ
ぼ
な
い

再
エ
ネ
。
そ
の
種
類
に
は
水
力
、
太
陽

光
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力
、
地
熱
な
ど

が
あ
る
。
２
０
１
９
年
の
再
エ
ネ
電
源

の
内
訳
は
、水
力
７
・
７
％
、太
陽
光
６
・

７
％
、
バ
イ
オ
マ
ス
２
・
５
％
、
風
力

０
・
７
％
、
地
熱
０
・
３
％
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
導
入
量
を
増
や
す
に
は
、

自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
る
発
電
量
の
制

御
、
送
電
網
の
強
化
、
そ
れ
に
関
わ
る

コ
ス
ト
負
担
な
ど
の
課
題
を
ク
リ
ア
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
年
６
月
に
開
か
れ

た
経
済
産
業
省
の
調
査
会
で
は
、「
２

０
５
０
年
に
電
力
量
の
95
％
を
再
エ
ネ

で
賄
う
と
、
１
㌔
㍗
時
当
た
り
平
均
の

発
電
コ
ス
ト
が
２
０
２
０
年
の
８
・
９

円
か
ら
19
・
２
円
の
２
倍
超
に
上
昇
す

る
」
と
の
意
見
も
出
た
。

　

国
土
が
狭
く
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で

は
諸
外
国
と
同
様
の
再
エ
ネ
普
及
政
策

は
と
り
に
く
い
。
こ
の
国
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
体
制
に
は
何
が
必
要
か
。
再

エ
ネ
の
現
状
か
ら
読
み
解
い
て
い
く
。

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）。
日
本
に
お
け
る
再
エ
ネ
の
現
状
や
課
題
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す
る
。

第１回

知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ再エネ再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再エネ
知っておきたい知っておきたい知っておきたい

再エネ
知っておきたい

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
巻
く
日
本
の
現
状

解　説

会
が
あ
る
。
年
に
１
度
、
加
盟
国

の
関
係
閣
僚
が
集
ま
る
閣
僚
理
事

会
は
議
題
に
よ
り
非
加
盟
国
の
代

表
も
参
加
す
る
。
過
去
１
年
の
総

括
や
今
後
の
政
策
決
定
、
事
務
総

長
の
任
命
な
ど
を
行
い
、
決
定
は

全
会
一
致
を
原
則
に
し
て
い
る
。

　

理
事
会
の
も
と
に
は
３
つ
の
常

設
委
員
会
（「
執
行
委
員
会
」「
予

算
委
員
会
」
お
よ
び
、
非
加
盟
国

と
の
協
力
活
動
な
ど
を
行
う
「
対

外
関
係
委
員
会
」）
を
は
じ
め
、

各
分
野
の
委
員
会
や
作
業
部
会
が

あ
る
。
そ
の
数
は
専
門
家
グ
ル
ー

プ
な
ど
も
含
め
て
３
０
０
以
上
に

な
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

を
検
討
す
る
付
属
機
関
「
国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）」（
次

号
本
欄
に
掲
載
予
定
）
な
ど
も
置

か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
広
範
な
活
動
を
支
え
る

の
が
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
本
部
が

あ
る
事
務
局
。
職
員
数
は
３
７
７

２
人
（
２
０
２
０
年
末
時
点
）
で
、

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
弁
護
士
、
科
学

者
な
ど
の
専
門
家
も
在
籍
す
る
。

ま
た
広
報
の
拠
点
と
し
て
東
京
、

ベ
ル
リ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
。

将
来
の
動
向
を
予
測
、
政
策
提
言

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

最
高
意
思
決
定
機
関
は
、
す
べ

て
の
加
盟
国
で
構
成
さ
れ
る
「
理

事
会
」。
こ
こ
に
は
各
国
大
使
に

よ
る
通
常
の
理
事
会
と
閣
僚
理
事

多
様
化
に
伴
い
、
活
動
の
範
囲
は

地
球
環
境
保
全
、
持
続
可
能
な
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
財
政
健
全

化
、
社
会
保
障
や
教
育
制
度
の
拡

充
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。
各

分
野
の
現
状
を
調
査
・
分
析
し
、

　

前
身
は
１
９
４
８
年
４
月
に
発

足
し
た
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
Ｏ

Ｅ
Ｅ
Ｃ
）。
そ
の
主
な
目
的
は
ア

メ
リ
カ
が
当
時
提
案
し
た
第
２
次

世
界
大
戦
後
の
欧
州
復
興
支
援
を

受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備
だ
っ

た
。
復
興
が
進
ん
だ
１
９
６
１
年

９
月
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
が
加

盟
し
て
発
展
的
に
改
組
し
、
経

済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
：

Organisation for Economic Co-

operation and Development

）

と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
１
９
６
４

年
４
月
、
当
初
の
メ
ン
バ
ー
以
外

で
初
め
て
日
本
が
加
盟
。
２
０
２

１
年
６
月
時
点
の
加
盟
国
数
は
38

カ
国
に
な
る
。

　

目
的
は
①
経
済
成
長
、
雇
用
拡

大
、
生
活
水
準
の
向
上
②
発
展
途

上
国
援
助
③
自
由
貿
易
の
多
角
的

な
拡
大
│
│
の
３
つ
を
基
本
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
国
際
社
会
の

　地球環境問題や持続可能な
開発といった分野も網羅する
広範な経済・社会の課題に関
して、調査、分析、政策提言
を行い、国際社会に大きな影
響力を持つ機関。そうした活
動内容から「世界最大のシン
クタンク」とも呼ばれている。
設立 60 周年になる先進自由
主義諸国間の協力機構につい
て、その概要を見ていく。

ポイント解説シリーズ

環境関連の

機関・組織

O
rganisation for Econom

ic C
o-operation and D

evelopm
ent

第6回

環境産業市場規模の推移経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

経済・社会の広範な分野で活動する
世界最大のシンクタンク

　

予
測
を
も
と
に
計
画
し
た
電

力
量
と
実
際
の
需
要
量
が
食
い

違
い
電
力
供
給
に
過
不
足
が
生

じ
た
場
合
、
そ
の
調
整
の
た
め

の
対
価
と
し
て
小
売
電
気
事
業

者
が
支
払
う
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料

金
（
１
面
用
語
解
説
参
照
）。

こ
の
料
金
の
算
定
基
準
に
な
る

経
済
産
業
省
令
お
よ
び
告
示
が

改
正
さ
れ
、
２
０
２
１
年
７
月

に
施
行
さ
れ
た
。

　

２
０
２
１
年
１
月
に
寒
波
の

影
響
な
ど
に
よ
り
電
力
需
給
が

逼
迫
し
、
電
力
の
市
場
取
引
単

価
が
高
騰
し
た
。
そ
う
し
た
事

態
を
抑
え
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
料
金
の
上
限

を
設
定
す
る
。
２
０
２
１
年
度

に
お
け
る
暫
定
的
な
措
置
で
、

簡
易
的
手
法
に
よ
る
２
段
階
の

上
限
値
を
設
け
る
。
２
０
２
２

80
円
。
前
者
は
、
大
手
電
力
会

社
（
一
般
送
配
電
事
業
者
）
が

前
日
の
夕
方
に
発
表
す
る
「
で

ん
き
予
報
」
で
、
ピ
ー
ク
時
の

予
想
予
備
率
が
複
数
の
供
給
区

域
に
お
い
て
３
％
以
下
に
な
る

場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
以

外
の
場
合
は
、
後
者
の
80
円
を

上
限
と
す
る
。

　

経
産
省
で
は
、
先
の
電
力
逼

迫
や
市
場
価
格
高
騰
の
要
因
に

つ
い
て
検
証
を
進
め
、
今
後
の

対
策
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
の

中
間
報
告
を
２
０
２
１
年
６
月

に
ま
と
め
、
暫
定
的
な
イ
ン
バ

ラ
ン
ス
料
金
上
限
措
置
の
導
入

に
も
言
及
し
た
。
今
回
の
省
令

改
正
は
こ
れ
を
受
け
た
も
の
。

ほ
か
に
も
市

場
価
格
高
騰

時
に
お
け
る

大
手
電
力
会
社
の
監
視
や
情
報

公
開
へ
の
対
応
を
定
め
た
り
、

電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
で

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
着
手
す
る
な
ど
の
対
応
を

進
め
て
い
る
。

年
度
以
降
は
広
域
的
な
需
給
逼

迫
状
況
に
基
づ
い
て
精
緻
な
算

定
方
法
に
し
て
い
く
予
定
。

　

今
回
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金

の
２
段
階
の
上
限
価
格
は
、
１

㌔
㍗
時
当
た
り
２
０
０
円
と
同

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金
に
２
段
階
上
限
価
格

電力需給逼迫に備え省令改正

※環境省発表資料をもとに作成。

ＯＥＣＤの組織

※外務省ホームページ 掲載図をもとに作成。

開発センター（ＤＥＶ）
原子力機関（ＮＥＡ）
国際エネルギー機関（ＩＥＡ）
国際交通フォーラム（ＩＴＦ）

対
外
関
係
委
員
会
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

予
算
委
員
会
（
Ｂ
Ｃ
）

執
行
委
員
会
（
Ｅ
ｘ
Ｃ
ｏ
）

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｓ
Ｇ
）

理事会

経
済
産
業
諮
問
委
員
会
（
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）

労
働
組
合
諮
問
委
員
会
（
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｃ
）

給
与
等
調
整
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｒ
）

監
査
委
員
会
（
Ａ
Ｃ
）

評
価
委
員
会
（
Ｅ
Ｖ
Ｃ
）

年
金
予
算
準
備
基
金
（
Ｐ
Ｂ
Ｒ
Ｆ
）

造
船
部
会
（
Ｗ
Ｐ
６
）

自然環境保全

廃棄物処理・資源有効利用

地球温暖化対策

環境汚染防止
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た
原
因
は
人
類
の
活
動
に
あ
る

こ
と
を
「
疑
う
余
地
が
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
気
温
上
昇
は

１
・
09
℃
で
、
世
界
的
な
気
候

変
動
に
よ
り
、
熱
波
、
大
雨
、

干
ば
つ
な
ど
が
多
発
し
て
い
る

こ
と
も
示
し
、
早
急
な
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
を
と
ら

な
け
れ
ば
、
さ
ら
に
悪
化
す
る

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　

　

そ
の
地
球
温
暖
化
に
対
す
る

日
本
の
取
り
組
み
は
２
０
５
０

年
の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
標

と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
前

段
の
２
０
３
０
年
に
は
２
０
１

３
年
比
で
46
％
削
減
を
目
指

す
。
目
標
実
現
の
た
め
の
施
策

の
道
筋
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
示
さ
れ
る
。
経
済
産
業
省

は
そ
の
素
案
を
２
０
２
１
年
７

月
に
公
表
し
た
。

　

計
画
案
に
提
示
さ
れ
た
２
０

３
０
年
度
の
電
源
構
成
は
、
前

回
の
計
画
よ
り
化
石
燃
料
の
比

率
を
引
き
下
げ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）

な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

が
な
い
電
源
を
増
や
す
内

容
だ
。
特
に
再
エ
ネ
は
、

前
回
の
22
〜
24
％
か
ら
36

〜
38
％
と
大
き
く
増
加
さ

せ
て
い
る
。

　

再
エ
ネ
の
内
訳
で
大
幅

増
を
見
込
ん
で
い
る
の
は

太
陽
光
発
電
だ
。
現
在
、

日
本
の
太
陽
光
発
電
導
入

量
は
中
国
、
ア
メ
リ
カ
に

次
ぐ
世
界
３
位
で
、
国
土

面
積
当
た
り
で
は
首
位
。

平
地
面
積
当
た
り
で
も
同

様
で
２
位
の
ド
イ
ツ
の
２

倍
以
上
で
あ
る
。
山
間
地

へ
の
設
置
も
考
え
ら
れ
る

が
大
雨
に
よ
る
崩
落
事
故
な
ど

へ
の
懸
念
か
ら
大
量
導
入
は
難

し
い
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た

め
現
状
で
も
供
給
過
剰
が
生
じ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
、
そ
の

際
は
発
電
が
抑
制
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
単
純
な
導
入
拡
大

め
に
浮
揚
型
の
設
置
が
必

要
と
い
っ
た
壁
が
立
ち
は

だ
か
る
。

　

も
う
１
つ
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
が
な
い
原
子
力

発
電
の
比
率
は
、
前
回
計

画
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
。
安
全
性
の
確
保
を
大

前
提
と
し
た
う
え
で
、
さ

ら
な
る
明
確
な
位
置
づ
け

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
各
項
目
を
分

析
し
て
み
て
も
、
い
ず
れ

も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い

取
り
組
み
と
わ
か
る
。

　
　

　
　
　
　

　

加
え
て
計
画
案
に
は
省

エ
ネ
の
目
標
も
提
示
し
て

い
る
。
生
活
や
経
済
活
動

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
、

化
石
燃
料
か
ら
脱
炭
素
化
し
た

電
力
に
シ
フ
ト
す
る
対
策
も
同

時
に
進
め
る
た
め
電
力
需
要
の

増
加
は
必
然
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
を
相
殺
し
さ
ら
に
上
乗
せ

す
る
省
エ
ネ
成
果
を
求
め
る
。

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
第
１
作
業
部
会
が
２
０
２

１
年
８
月
、
最
新
の
第
６
次
評

価
報
告
書
を
公
表
し
た
。
パ
リ

協
定
を
旗
印
に
し
た
国
際
社
会

は
産
業
革
命
以
前
か
ら
の
気
温

上
昇
を
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努

力
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ

の
報
告
書
で
は
２
０
２
１
〜
２

０
４
０
年
に
１
・
５
℃
に
達
す

る
可
能
性
が
高
い
と
予
測
し
て

い
る
。
す
で
に
排
出
さ
れ
て
し

ま
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響

だ
。
さ
ら
に
、
温
暖
化
を
招
い

２
０
１
９
年
度
の
総
電
力
量
は

１
兆
２
４
０
億
㌔
㍗
時
で
あ
る

が
、
２
０
３
０
年
度
に
は
９
３

０
０
億
〜
９
４
０
０
億
㌔
㍗
時

に
ま
で
抑
制
す
る
目
論
見
だ
。

　

２
０
３
０
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
は
も
う
始
ま
っ
て
い

る
。
家
庭
で
も
職
場
で
も
省
エ

ネ
を
意
識
し
、
今
で
き
る
こ
と

を
一
人
ひ
と
り
が
実
行
し
て
い

く
以
外
に
目
標
に
達
す
る
す
べ

は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
先
の
２

０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
も
弾
み

を
つ
け
た
い
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
書
で
は
、

今
後
人
類
が
と
る
温
暖
化
対
策

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
５
つ
の
シ

ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
世
界
が
２
０
５
０
年

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
実
質

ゼ
ロ
を
実
現
で
き
る
最
も
対
策

の
進
ん
だ
シ
ナ
リ
オ
で
は
、１
・

５
℃
か
ら
い
っ
た
ん
上
昇
す
る

も
の
の
世
紀
末
に
は
下
降
に
転

じ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

自らが招いた地球温暖化
達成の困難な目標にも
一人ひとりの行動で超克

が
で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

風
力
発
電
も
同
様
に
、
欧
州

と
は
異
な
り
風
況
が
夏
に
大
幅

に
低
下
す
る
こ
と
、
海
上
施
設

で
は
遠
浅
で
は
な
く
急
激
に
海

底
が
深
く
な
る
地
形
が
多
い
た

経済政策委員会（ＥＰＣ）
経済開発検討委員会（ＥＤＲＣ）
開発援助委員会（ＤＡＣ）
租税委員会（ＣＦＡ）
税の透明性と自動的情報交換に関す
るグローバル・フォーラム（ＧＦＴＥＩ）
政府間財政ネットワーク（ＮＦＲ）
統計及び統計政策委員会（ＣＳＳＰ）
観光委員会（ＴＯＵ）
地域経済雇用開発プログラム（ＬＥＥＤ）
地域開発政策委員会（ＲＤＰＣ）
雇用・労働・社会問題委員会（ＥＬＳＡＣ）
医療委員会（ＨＣ）
投資委員会（ＩＮＶ）
競争委員会（ＣＯＭＰ）
保険及び私的年金委員会（ＩＰＰＣ）
コーポレートガバナンス委員会（ＣＧＣ）
金融資本市場委員会（ＣＭＦ）
贈賄作業部会（ＷＢＧ）
産業イノベーション起業委員会（ＣＩＩＥ）
中小企業起業委員会（CESMEE）
消費者政策委員会（ＣＣＰ）
デジタル経済政策委員会（ＣＤＥＰ）
科学技術政策委員会（ＣＳＴＰ）
鉄鋼委員会（ＳＴＥＥＬ）
教育政策委員会（ＥＤＰＣ）
教育研究革新センター（ＣＥＲＩ）
生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）
国際教員指導環境調査（ＴＡＬＩＳ）
環境政策委員会（ＥＰＯＣ）
化学品委員会（ＣＨＥＭ）
貿易委員会（ＴＣ）
農業委員会（ＣＯＡＧ）
水産委員会（ＣＯＦＩ）
国際共同研究プログラム（ＣＲＰ）
公共ガバナンス委員会（ＰＧＣ）
規制政策委員会（ＲＰＣ）

https://econews.jp/article/column/thinking/
https://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://www.n-techno.co.jp/recruit/
https://www.n-techno.co.jp/service/
https://kankyo-ichiba.jp/
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
https://denki.kankyo-ichiba.jp
https://cubicle-hoan.jp/
https://eco-tenant.jp/
https://www.gift-street.com/
https://gift-map.jp/
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経
営
を
実
践
し
始
め
た
。

　

執
行
役
員
環
境
推
進
部
長
兼

温
暖
化
防
止
推
進
室
長
の
近
田
智

也
さ
ん
は
「
２
０
０
８
年
に
住
ま

い
か
ら
の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
を
２
０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ

に
す
る〝
２
０
５
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
〞

を
発
表
し
ま
し
た
」
と
話
す
。
そ

の
実
現
を
目
指
し
２
０
１
３
年
４

月
に
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）

で

あ
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ス
ト

ゼ
ロ
」
の
販
売
を
始
め
た
。
Ｚ
Ｅ

Ｈ
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
燃
料
電
池

な
ど
の
設
備
が
必
要
な
た
め
高
価

に
な
る
場
合
が
多
い
が
、
２
０
２

０
年
の
新
築
戸
建
住
宅
Ｚ
Ｅ
Ｈ
比

率
は
91
％
に
も
達
し
て
い
る
。
２

０
１
９
年
の
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
平
均
は
約
48
％
。
い
か
に

高
い
水
準
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

　

２
０
１
７
年
10
月
に
は
、
事
業

活
動
で
使
用
す
る
電
力
を
１
０
０

％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
に
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
Ｒ

Ｅ
１
０
０
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
加

盟
。
こ
の
時
期
の
加
盟
は
建
設
業

と
し
て
は
日
本
初
で
、
全
産
業
で

　

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
（
大

阪
府
大
阪
市
）
は
１
９
６
０
年
に

設
立
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

で
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
数
は
２
万

８
０
０
０
名
を
超
え
る
（
２
０
２

１
年
１
月
31
日
現
在
）。〝「
わ
が

家
」
を
世
界
一
幸
せ
な
場
所
に
す

る
〞
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
設
立
以
来
の
累
積
建

築
戸
数
は
２
５
０
万
戸
（
２
０
２

１
年
１
月
31
日
現
在
）
を
超
え
、

世
界
第
１
位
。

　

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
業
界
に

先
駆
け
て
進
め
て
き
た
。
そ
の
端

緒
は
１
９
９
９
年
に
発
表
し
た

「
環
境
未
来
計
画
」
だ
。
当
時
は
、

１
９
９
７
年
に
京
都
議
定
書
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
環
境
に

つ
い
て
世
の
中
の
関
心
が
高
ま
り

つ
つ
あ
っ
た
。計
画
の
目
的
は「
地

球
温
暖
化
対
策
」「
生
態
系
保
全
」

「
資
源
循
環
」
の
３
本
柱
。
そ
れ

ま
で
部
署
ご
と
だ
っ
た
活
動
を
全

社
横
断
的
に
取
り
組
む
べ
き
問
題

と
定
義
し
、
環
境
を
軸
に
据
え
た

見
て
も
国
内
２
番
目
の
早
さ
だ
っ

た
。
Ｒ
Ｅ
１
０
０
を
実
現
す
る
た

め
「
積
水
ハ
ウ
ス
オ
ー
ナ
ー
で
ん

き
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し

た
。
こ
れ
は
太
陽
光
発
電
を
搭
載

し
た
オ
ー
ナ
ー
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固

定
価
格
買
取
制
度
）
終
了
後
の
余

剰
電
力
を
買
い
取
り
、
自
社
の
事

業
活
動
で
使
用
す
る
も
の
。
ス

タ
ー
ト
は
２
０
１
９
年
11
月
。
開

始
前
の
申
し
込
み
率
の
想
定
は
約

３
割
だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
約
５

割
に
も
上
っ
た
。
Ｒ
Ｅ
１
０
０
加

盟
時
は
再
エ
ネ
比
率
50
％
を
２
０

３
０
年
、
１
０
０
％
を
２
０
４
０

年
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
２
０
３

０
年
に
も
前
倒
し
達
成
が
可
能
な

勢
い
だ
。
オ
ー
ナ
ー
の
満
足
度
向

上
と
同
時
に
、
コ
ス
ト
を
抑
え
な

が
ら
継
続
的
に
再
エ
ネ
を
利
用
で

き
る
と
い
う
２
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
近
田
さ

ん
は
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
普
及
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
と
と
も
に
進
め
る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
、
ど
ん
な
気
象
条
件

に
も
強
い
家
づ
く
り
│
│
が
当
社

に
で
き
る
こ
と
。
社
会
の
安
定
化

の
た
め
に
環
境
保
全
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
語
る
。

着
実
に
成
果
を
生
ん
で
い
る
同
社

の
取
り
組
み
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
環
境
と
向
き

合
っ
て
い
く
。

住宅からのCO2排出ゼロ 達成間近

Environmental Information

瓦型太陽光発電システムを配した「グリーンファースト ゼロ」。

report─ the Eco

　

前
回
は
事
業
を
通
じ
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
づ
け
る

手
法
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
例
え
ば
「
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
る
」「
ク
ー
ル
ビ
ズ

を
実
践
し
て
い
る
」
と
い

っ
た
事
柄
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標（
ゴ
ー
ル
13
な
ど
）

と
結
び
つ
け
ア
ピ
ー
ル
す

る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み

が
中
小
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　

一
方
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17

の
目
標
（
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
）
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

あ
り
、
一
企
業
が
一
度
に

す
べ
て
の
目
標
に
取
り
組

む
の
は
現
実
的
で
な
い
。

実
現
の
第
一
歩
と
し
て

は
、
自
社
事
業
と
親
和
性

の
高
い
目
標
を
選
び
、
取

り
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
際
必
要
な
の
が
、
事

業
内
容
、
経
営
理
念
、
企

業
風
土
な
ど
す
べ
て
を
含

む
自
社
全
体
に
対
す
る

「
理
解
」
だ
。

　

こ
の
自
社
に
対
す
る
理

目
標
を
上
方
修
正
し
、
多

く
の
先
進
企
業
も
取
引
先

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
で
製
品
を
つ
く

る
よ
う
求
め
始
め
た
。

　

そ
う
し
た
社
会
の
流
れ

を
理
解
し
た
う
え
で
主
体

的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
変
化
へ
の
対

応
が
柔
軟
に
で
き
る
、
強

い
企
業
体
質
を
生
む
。

　

自
社
事
業
の
位
置
づ
け

を
深
く
分
析
し
、
考
察
し

た
う
え
で
事
業
戦
略
を
練

る
。
そ
れ
が
で
き
た
企
業

に
と
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各

目
標
は
、
全
力
で
取
り
組

む
価
値
の
あ
る
明
快
な
指

標
と
な
る
。
自
社
の
位
置

づ
け
を
深
く
問
い
続
け
な

が
ら
業
務
に
取
り
組
む
こ

と
が
、
結
果
と
し
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
実
現
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
。

解
を
前
提
に
、
選
択
し
た

目
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

「
な
ぜ
そ
の
目
標
に
取
り

組
む
の
か
」「
そ
の
目
標

を
事
業
に
組
み
込
む
こ
と

が
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
の
か
」
な

ど
を
深
く
考
察
す
る
。

　

そ
し
て
、
考
察
か
ら
導

い
た
答
え
を
、
も
う
一
度

「
理
解
」
す
る
。
経
営
陣

も
従
業
員
も
こ
の
２
つ
の

理
解
を
持
つ
こ
と
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

は
、
企
業
に
と
っ
て
も
社

会
に
と
っ
て
も
大
き
な
利

益
を
も
た
ら
す
結
果
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
業
界
の
動
向
や
法

規
制
を
注
視
し
、
理
解
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
ろ

う
。
地
球
温
暖
化
へ
の
対

応
で
日
本
を
含
む
先
進
各

国
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

■  

新
た
な
温
暖
化
対
策
計
画
に
注
力

　

北
ア
ル
プ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
、
国
宝
松
本
城
を

は
じ
め
と
す
る
長
い
歴
史
と
文
化
を

誇
る
松
本
市
。
２
０
０
１
年
に
は
家

庭
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
向
け

た
補
助
金
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

早
く
か
ら
環
境
問
題
に
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
２
０
１
１
年
に

は
松
本
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
を
策
定
し
、
２
０
１
６
年
に
見
直

し
を
実
施
。
松
本
市
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
基
準
年
の
２
０
０
７
年

に
比
べ
減
っ
た
も
の
の
、
こ
の
計
画

で
掲
げ
た
目
標
値
に
対
し
て
最
新
の

推
計
値
で
は
約
10
％
の
超
過
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
温
暖
化
対
策
を

急
務
と
捉
え
、
次
期
計
画
で
は
大
幅

な
削
減
を
掲
げ
る
考
え
だ
。

　
「
松
本
市
は
２
０
２
０
年
１
月
、

Ｅ
Ｕ
が
進
め
て
い
る
世
界
気
候
エ
ネ

ル
ギ
ー
首
長
誓
約
の
日
本
版
で
あ
る

世
界
首
長
誓
約
／
日
本
に
署
名
し
、

ま
た
２
０
２
０
年
12
月
に
は
、
臥
雲

義
尚
市
長
が
気
候
非
常
事
態
宣
言
と

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明
。
地

域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
や
省
エ
ネ
推

進
、
さ
ら
に
は
気
候
危
機
に
適
応
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
現
在
、
次
期
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
作
成
に
急
ピ
ッ
チ
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」（
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
部　

環
境
・
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
課
長
補
佐
角
尚
也
さ
ん
）

■  

日
本
初
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク

　

松
本
市
に
は
日
本
初
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
パ
ー
ク
・
中
部
山
岳
国
立
公
園

（
乗
鞍
高
原
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

乗
鞍
高
原
の
観
光
地
と
し
て
の
付
加

価
値
向
上
の
た
め
地
域
住
民
や
民
間

事
業
者
、
観
光
協
会
ら
が
一
体
と
な

り
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
中

で
環
境
省
が
進
め
る
国
立
公
園
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
化
に
呼
応
し
た
も
の
。

　
「
松
本
市
は
日
照
時
間
が
長
く
、

ま
た
湧
き
水
や
河
川
な
ど
の
水
資
源

が
豊
富
な
た
め
、
太
陽
光
や
小
水
力

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ

ネ
）
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
い

う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
事
業
者
・

金
融
機
関
・
専
門
家
・
大
学
お
よ
び

行
政
で
構
成
す
る
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
組
織
」の
設
立
で
あ
る
。

地
元
の
信
州
大
学
と
松
本
市
で
検
討

を
進
め
て
き
た
。
再
エ
ネ
を
基
軸
に

各
パ
ー
ト
ナ
ー
が
主
体
的
に
あ
る
い

は
連
携
し
て
取
り
組
み
、
ビ
ジ
ネ
ス

化
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
探
る
。

　
「
こ
の
取
り
組
み
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
再
エ
ネ
を
切
り
口
に
事
業

者
が
収
益
を
上
げ
る
の
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で

す
。
市
と
し
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
が
定
着

し
、
再
エ
ネ
の
導
入
が
進
ん
で
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
組
織

は
２
０
２
１
年
中
の
立
ち
上
げ
を
予

定
し
て
い
ま
す
」（
角
さ
ん
）

　

行
政
と
事
業
者
、
そ
し
て
市
民
が

協
力
し
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
。
そ

ん
な
理
想
的
な
取
り
組
み
を
松
本
市

は
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

豊かな自然が持つポテンシャルを活用 松
本
市

「理解」──取り組みに欠かせないもの

環境活動を推進する企業の物語

第33話
積水ハウス 株式会社

第4回：重要な要素

中小企業の

SDGsSDGs

技術評論社　2,948円（税込）

図解でわかるカーボンリサイクル
一般財団法人 エネルギー総合工学研究所 編著

Ｃ
Ｏ
２
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
と
い
う
一
手

　

地
球
の
大
気
に
あ
る
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
は
、
排
出
と
吸
収

を
繰
り
返
す
自
然
の
循
環
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
一
定
量
が
保
た
れ
て

い
た
。
生
物
の
呼
吸
で
排
出
、
植

物
の
光
合
成
で
吸
収
、
ま
た
は
海

域
で
の
吸
排
と
い
っ
た
サ
イ
ク
ル

だ
。
そ
こ
に
化
石
燃
料
を
使
う
人

為
起
源
の
排
出
が
加
わ
っ
た
。
自

然
の
循
環
で
は
賄
え
な
い
量
が
積

み
重
な
り
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃

度
は
急
激
に
上
昇
し
た
。

　

そ
こ
で
人
為
的
排
出
分
は
、
自

然
の
シ
ス
テ
ム
と
は
別
の
循
環
サ

イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て
相
殺
し
よ
う

と
い
う
の
が
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
概
念
、

シ
ス
テ
ム
、
技
術
な
ど
を
多
彩
な

図
表
と
と
も
に
解
説
し
て
い
る
。

表
紙
イ
ラ
ス
ト
の
柔
ら
か
な
イ

メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
随
所
に
化

学
反
応
式
を
用
い
る
な
ど
専
門
性

が
高
い
。な
お
、２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
政
府

目
標
が
出
る
前
の
刊
行
な
の
で
関

連
デ
ー
タ
が
以
前
の
も
の
で
な
い

か
若
干
注
意
が
必
要
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
各
専
門
家
（
一
般

財
団
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工

学
研
究
所
に
在
籍
す
る
研
究
者

ら
）
が
詳
述
す
る
情
報
は
、
温
暖

化
問
題
に
関
心
の
あ
る
す
べ
て
の

人
に
有
用
だ
。
Ｃ
Ｏ
２

回
収
の
難

し
さ
、
回
収
後
に
燃
料
や
化
学
品

な
ど
へ
転
換
す
る
際
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
水
素
、
そ
れ
を
生
み
出

す
た
め
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
周
辺
事
情
も
明
ら
か
に
す

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
へ

向
け
た
取
り
組
み
に
、
Ｃ
Ｏ
２

循

環
シ
ス
テ
ム
構
築
と
い
う
一
手
を

加
え
る
必
要
性
が
見
え
て
く
る
。

ZZeroeroCCarbonarbonCITYCITY
自治体の挑戦自治体の挑戦

　

企
業
の
事
業
内
容
に
沿
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
を
考
え

る
本
コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
中
小
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

に
あ
た
っ
て
重
要
な
要
素
は
何
か
改
め
て
考
え
た
い
。

SDGs豆知識 ④

　「SDGsウォッシュ」とい
う言葉をご存じだろうか。こ
れは粉飾・ごまかしを意味
する英単語「ホワイトウォッ
シュ」に端を発した表現で、
SDGsに取り組んでいるよ
うに「見せかけている」企業
を批判する表現である。
　表面的にSDGsに取り
組んでも、得られる効果は
少ないだけでなく、外部から
「SDGsウォッシュ」と指摘
され、批判されることもあ
る。自社の存在意義や業務
の目的などをよく考え、その
うえで、どのように取り組め
ばSDGsの実現につながる
のか、その点を常に意識し
ながら、実践していくことが
重要である。

日本初のゼロカーボンパークとなった中部山岳国立公園（乗鞍高原）。

第4回第 4回

ン
パ
ー
ク
は
豊
か
な
自

然
環
境
の
中
で
再
エ
ネ

導
入
や
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
活
動
な
ど
を
生
か
し

た
観
光
地
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
松
本
市
ら
し

い
取
り
組
み
と
い
え
ま

す
。
こ
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
パ
ー
ク
も
含
め
、
今

後
も
市
の
特
色
を
生
か

し
、
事
業
者
や
市
民
の

皆
様
に
も
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
な
が

ら
、
２
０
５
０
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
実

現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
角
さ
ん
）

　

現
在
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け

 ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）
省エネルギーと創エネルギーを組み合わせることで、
一次エネルギー消費量が正味でゼロとなる住まいのこ
と。省エネを前提としたうえで、太陽光などで創り出す
エネルギー量が、家庭で消費するエネルギー量を上回
るようなシステムにする。

積水ハウス戸建住宅ZEHの進捗状況

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020（年）
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出所：「Sekisui House Sustainability Report 2021」

https://econews.jp/article/report/ecostory/
https://econews.jp/article/report/corporate_sdgs/
https://econews.jp/article/report/zerocarbon_city/
https://econews.jp/article/column/ecobooks/
https://econews.jp/
http://www.nt-e.jp/
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今
注
目
さ
れ
て
い
る
環
境
分
野
の
ト
レ
ン
ド
な
事
柄
に
つ
い
て
解
説
す
る

テ
ッ
く
ん
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
。前
回
に
続
き
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
取

り
上
げ
る
。今
回
は
世
界
各
国
の
動
向
と
そ
の
背
景
だ
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

なぜみんな２０５０年を目標にするの？

カーボンニュートラルを表明したのは何カ国？

テッくんの《環境トレンド》Q&A
カーボンニュートラル（２）

　

日
本
を
含
め
た
１
２
４
の
国

と
１
つ
の
地
域
が
２
０
５
０

年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
を
表
明
し
て
い

る
よ
（
２
０
２
１
年
１
月
末
時

点
）。
こ
れ
ら
の
国
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
は
、

世
界
全
体
の
約
40
％
に
も
及
ん

で
い
る
ん
だ
（
２
０
１
７
年
実

績
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ
２

の
み
）。
そ
こ
に
２
０
６
０
年

ま
で
の
実
現
を
表
明
し
て
い
る

中
国
を
加
え
る
と
、
全
世
界
の

約
３
分
の
２
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
ん
だ
よ
。

　

さ
ら
に
、
国
や
地
域
以
外
に

も
、
地
方
自
治
体
や
企
業
が

表
明
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
輪

は
官
民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
垣
根

を
越
え
て
確
実
に
広
が
っ
て
い

る
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
先
を
見
据
え
た

攻
め
の
Ｍ
＆
Ａ
で
技
術
力
向
上

な
い
優
秀
な
企
業
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
、

サ
ク
ラ
イ
さ
ん
の
良
い
と
こ

ろ
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
っ

た
」
と
話
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

先
を
見
据
え
、
事
業
の
多
角

化
と
高
付
加
価
値
化
を
通
じ

厳
し
い
印
刷
業
界
を
生
き
抜

こ
う
と
い
う
経
営
戦
略
だ
。

技
術
力
向
上
を
目
指
す

技
術
力
向
上
を
目
指
す

　

サ
ク
ラ
イ
の
高
度
な
折
り

加
工
技
術
に
魅
力
を
感
じ
た

森
さ
ん
。
さ
ら
に
、
櫻
井
さ

ん
の
人
間
性
と
経
営
ノ
ウ
ハ

人
生
を
楽
し
み
た
い
」
と
語

る
。
サ
ク
ラ
イ
は
森
技
報
堂

専
務
取
締
役
の
髙
野
亮
次
さ

ん
を
代
表
取
締
役
と
し
て
迎

え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。
髙
野
さ
ん
は
今
後
の
展

望
を
「
櫻
井
さ
ん
の
力
を
借

り
、
こ
れ
ま
で
森
技
報
堂
で

は
提
供
で
き
な
か
っ
た
技
術

も
展
開
で
き
る
。
森
技
報
堂

グ
ル
ー
プ
と
し
て
技
術
力
の

向
上
に
努
め
た
い
」と
話
す
。

　

今
回
の
Ｍ
＆
Ａ
成
立
の
要

因
は
大
き
く
以
下
の
４
つ
。

①
加
工
技
術
の
継
承
に
よ
り

技
術
力
の
向
上
が
期
待
で
き

る
こ
と
②
外
国
人
技
能
実
習

生
採
用
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
に

よ
る
企
業
力
の
強
化
が
期
待

で
き
る
こ
と
③
ス
タ
ッ
フ
の

継
続
雇
用
が
実
現
で
き
た
こ

と
④
既
存
顧
客
も
事
業
の
継

続
を
要
望
し
て
い
た
こ
と
。

　

両
社
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

ウ
に
は
見
習
う
べ
き
点
が
多

か
っ
た
。
サ
ク
ラ
イ
で
は
、

外
国
人
技
能
実
習
生
が
従
業

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

実
習
生
の
現
地
採
用
活
動
か

ら
研
修
・
実
務
習
得
へ
向
け

て
の
教
育
な
ど
は
す
べ
て
櫻

井
さ
ん
が
担
っ
て
き
た
。
森

さ
ん
は
工
場
を
視
察
し
て
、

扱
い
の
難
し
い
機
械
を
実
習

生
が
ス
ム
ー
ズ
に
使
い
こ
な

し
て
い
る
様
子
に
驚
く
と
と

も
に
、
将
来
性
を
感
じ
た
。

　

２
０
２
１
年
２
月
の
初
顔

合
わ
せ
か
ら
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ

ェ
ン
ス
（
資
産
査
定
）、
両

社
合
意
を
経
て
４
月
に
最
終

株
式
譲
渡
契
約
調
印
式
を
終

え
た
。
櫻
井
さ
ん
は
「
日
本

テ
ク
ノ
さ
ん
に
Ｍ
＆
Ａ
を
提

案
し
て
も
ら
い
良
縁
に
恵
ま

れ
、
創
立
30
年
の
節
目
の
年

に
事
業
を
承
継
で
き
た
。
今

後
は
森
技
報
堂
の
顧
問
と
し

て
、
新
た
に
始
ま
る
第
二
の

マッチング事例
　

日
本
テ
ク
ノ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
」
に
よ
る
株

式
譲
渡
が
成
立
し
、
２
０
２
１
年
４
月
、
最
終
調
印
式
が
行
わ
れ
た
。
印
刷
物
の
折
り
加

工
を
得
意
と
す
る
企
業
と
、
事
業
の
多
角
化
を
目
指
す
企
業
が
出
会
っ
た
。

　日本テクノが提供している、お客様同士
のＭ＆Ａなどを仲介するビジネスマッチン
グサービスのこと。全国約６万件のネット
ワークを生かし、事業譲渡や業務提携、ホ
ールディングス化などあらゆる可能性を探
っていく。サービスは日本テクノと取引の
ある企業に限定しており、高い信頼性を保
てる。中小企業の深刻な後継者不在・事業
承継問題の解決に貢献することを目指す。

GIFT mapとは

有
限
会
社
サ
ク
ラ
イ

代
表
者
◉
櫻
井
聖
一
（
71
）

事
業
内
容
◉
印
刷
物
折
り
加
工

所
在
地
◉
埼
玉
県
川
口
市

設
立
◉
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）

従
業
員
数
◉
７
名

株
式
会
社
森
技
報
堂

代
表
者
◉
森
康
（
63
）

事
業
内
容
◉
印
刷
業
、
紙
・
文
房
具
小
売
業

所
在
地
◉
東
京
都
千
代
田
区

設
立
◉
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

従
業
員
数
◉
90
名

譲渡側 譲受側

※
企
業
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
い
ず
れ
も
２
０
２
１
年
４
月
時
点
。

　

複
数
の
費
用
項
目
を
積
算
し

て
請
求
さ
れ
る
電
気
料
金
。
さ

ま
ざ
ま
な
電
力
契
約
が
あ
る
中

で
今
回
は
、
家
庭
用
の
「
従
量

電
灯
」
と
い
う
料
金
形
態
を
も

と
に
一
般
的
な
電
気
料
金
の
構

成
要
素
を
説
明
し
て
い
く
。

　

従
量
電
灯
と
は
、
使
用
し
た

分
に
応
じ
て
課
金
さ
れ
る
料
金

制
度
の
こ
と
。
た
だ
し
、
電
気

の
使
用
量
に
応
じ
て
決
ま
る

「
電
力
量
料
金
」
だ
け
で
な
く
、

「
基
本
料
金
」「
燃
料
費
調
整
額
」

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

促
進
賦
課
金
」も
加
算
さ
れ
る
。

　
「
基
本
料
金
」
の
多
く
は
契

約
ア
ン
ペ
ア
で
決
ま
る
固
定
料

金
で
、
ア
ン
ペ
ア
数
が
上
が
る

と
料
金
が
高
く
な
る
。
こ
れ
は

東
日
本
の
電
力
会
社
に
多
く
見

ら
れ
る
プ
ラ
ン
だ
。

　
「
燃
料
費
調
整
額
」
は
、
火

力
発
電
に
必
要
な
燃
料（
原
油
・

Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
石
炭
）
の
輸
入
価
格

に
応
じ
た
調
整
金
の
こ
と
。
調

整
単
価
は
地
域
の
小
売
電
気
事

検
討
す
る
際
は
、
こ
の
２
つ
の

扱
い
に
つ
い
て
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
ち
な
み
に
検
討
の
際

は
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
供
給
地
点
特
定
番
号
（
使
用

場
所
を
管
理
す
る
た
め
の
22
桁

の
番
号
）」
と
契
約
プ
ラ
ン
を

事
前
に
調
べ
て
お
く
と
ス
ム
ー

ズ
な
比
較
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
電
気
料
金

の
大
半
を
占
め
る
の
は
、
使
用

分
に
応
じ
て
課
金
さ
れ
る
「
電

力
量
料
金
」
だ
。
従
量
電
灯
の

場
合
、
使
用
電
力
量
が
増
え
る

と
第
２
段
階
、
第
３
段
階
に
切

り
替
わ
る
３
段
階
料
金
制
度
を

採
用
す
る
会
社
が
多
い
が
、
最

近
は
使
用
量
に
か
か
わ
ら
ず
料

金
単
価
を
固
定
す
る
会
社
も
あ

る
。
電
力
の
自
由
化
が
進
み
多

彩
な
料
金
メ
ニ
ュ
ー
が
生
ま
れ

た
結
果
、
一
般
家
庭
で
も
選
択

肢
は
確
実
に
増
え
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
適
し
た

電
力
会
社
や
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を

選
ぶ
に
は
過
去
の
料
金
明
細
を

確
認
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
そ

れ
と
同
時
に
、
日
常
生
活
の
電

気
の
使
い
方
も
見
直
し
、
電
気

代
の
節
約
を
図
る
こ
と
で
、
家

計
だ
け
で
な
く
温
暖
化
問
題
へ

の
貢
献
に
も
つ
な
げ
た
い
。

業
者
ご
と
に
財
務
省
の
貿
易
統

計
価
格
（
実
績
）
か
ら
自
動
的

に
計
算
さ
れ
、
毎
月
の
電
気
料

金
か
ら
加
減
算
さ
れ
る
。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
促
進
賦
課
金
」
は
、
太
陽
光

や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
導
入
を
促

進
さ
せ
る
た
め
の
制
度
。
国
が

定
め
た
再
エ
ネ
の
費
用
を
、
消

費
者
が
電
気
の
使
用
量
に
応
じ

て
賦
課
金
と
し
て
負
担
す
る
。

　

多
く
の
電
力
会
社
の
プ
ラ
ン

に
は「
燃
料
費
調
整
額
」と「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進

賦
課
金
」
が
含
ま
れ
る
の
で
、

電
力
の
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
比
較

意
外
と
知
ら
な
い

電
気
料
金
の
算
定
方
法

身
近
な
電
気
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
話　
《
最
終
回
》

第 13回

株式譲渡

分 割

事業譲渡

合 併

業務提携

環
さ
せ
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
地
で
行
っ
て
い
た
。

　

人
々
の
住
む
長
屋
に
は
共
用

の
ト
イ
レ
が
あ
り
、
大
家
は
そ

こ
か
ら
し
尿
を
汲
み
取
り
農
家

に
売
る
こ
と
で
収
入
を
得
て
い

た
。
店
子
が
生
活
を
す
る
だ
け

で
大
家
の
収
入
に
な
る
の
で
、

多
少
家
賃
を
滞
納
し
て
も
追
い

出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

い
う
。
人
情
家
の
大
家
な
ら
下

肥
で
得
た
収
入
で
餅
を
買
い
店

子
に
配
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
道
に
落
ち
た
馬
糞
も
「
馬

糞
拾
い
」
が
拾
い
集
め
て
農
家

へ
売
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
が
で
き
て
い
た
の
で
、

江
戸
の
町
は
清
潔
さ
が
保
た
れ

て
い
た
。

令
和

　

現
代
で
は
化
学
肥
料
が
主
流

に
な
り
、
衛
生
面
の
問
題
か
ら

も
下
肥
を
使
用
す
る
こ
と
は
ほ

ぼ
な
く
な
っ
た
。

　

た
だ
形
を
変
え
て
使
用
さ
れ

江
戸

　

江
戸
の
人
口
は
約
１
０
０
万

人
と
も
い
わ
れ
、
人
口
を
支
え

る
た
め
に
は
、
大
量
の
食
糧
が

必
要
だ
っ
た
。
そ
の
食
糧
を
確

保
す
る
の
に
不
可
欠
な
の
が
肥

料
だ
。

　

化
学
肥
料
の
存
在
し
な
い
江

戸
時
代
に
最
高
級
の
肥
料
と
な

っ
た
の
は
、
人
々
の
し
尿
で
あ

る
。
そ
れ
を
下
肥
と
し
て
売
り

買
い
し
た
。
本
欄
で
以
前
、
灰

や
紙
屑
な
ど
の
売
買
を
紹
介
し

た
が
、
江
戸
の
人
々
は
、
し
尿

ま
で
も
売
り
買
い
し
て
い
た
の

だ
。排
出
物
を
廃
棄
物
と
せ
ず
、

経
済
の
シ
ス
テ
ム
に
乗
せ
て
循

て
い
る
有
機
肥
料
は
あ
る
。
家

庭
か
ら
出
る
生
ご
み
や
落
ち
葉

な
ど
か
ら
つ
く
る
堆
肥
だ
。
生

ご
み
を
生
ご
み
処
理
機
な
ど
で

乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
使
う
の
が

一
般
的
で
、
土
や
葉
と
混
ぜ
て

発
酵
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
た

有
機
物
か
ら
つ
く
ら
れ
た
堆
肥

は
土
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
良

好
に
保
っ
て
く
れ
る
。

　

現
代
の
私
た
ち
の
家
庭
か
ら

出
る
燃
え
る
ご
み
の
う
ち
約
４

割
が
生
ご
み
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
生
ご
み
に
は

多
量
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
堆
肥
目
的
で
な
く
て
も

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
捨
て
る
こ
と

で
悪
臭
の
予
防
や
ご
み
の
削
減

に
貢
献
で
き
る
。

　

生
ご
み
は
下
肥
と
同
じ
よ
う

に
毎
日
排
出
さ
れ
る
も
の
。
排

出
物
を
廃
棄
物
に
し
な
い
江
戸

庶
民
の
知
恵
を
思
い
出
し
つ

つ
、
生
ご
み
か
ら
堆
肥
を
つ
く

っ
て
家
庭
菜
園
に
利
用
す
る
の

も
い
い
だ
ろ
う
。

エコな営み
いまむかし

食
糧
生
産
を
支
え
る
循
環
型
経
済

　

前
回
は
江
戸
に
暮
ら
す
人
々
の
食
文
化
や
地
産
地
消
に
つ
い
て
触
れ
た
。
今
回
は
、
そ
の
食

糧
を
効
率
よ
く
生
産
す
る
た
め
に
用
い
た
肥
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
た
、
気
候
変
動

に
関
す
る
国
際
的
な
ル
ー
ル

「
パ
リ
協
定
」
で
は
、「
今
世
紀

後
半
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
実
現
」
す
る
た
め
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
取
り
組

む
と
し
て
い
る
よ
。
２
０
５
０

年
か
ら
が
「
今
世
紀
後
半
」
に

な
る
よ
ね
。
ち
な
み
に
こ
の
協

定
は
す
べ
て
の
国
が
参
加
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い

く
決
ま
り
な
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
国
連
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
）
が
公
表
し
た
「
１
・
５

℃
特
別
報
告
書
」
で
は
、
産
業

革
命
以
降
の
温
度
上
昇
を
１
・

５
℃
以
内
に
抑
え
る
と
い
う
努

力
目
標
の
達
成
に
２
０
５
０
年

頃
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
が
必
要
と
報
告
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
背
景

に
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」
を
目
指

す
国
が
増
え
て
い
る
ん
だ
。

顧
客
と
従
業
員
へ
の
思
い

顧
客
と
従
業
員
へ
の
思
い

　

有
限
会
社
サ
ク
ラ
イ
は

１
９
９
１
年
に
加
工
製
本
事

業
を
立
ち
上
げ
て
以
来
、
印

刷
物
の
折
り
加
工
を
中
心
に

30
年
に
わ
た
り
事
業
を
続
け

て
き
た
。
国
内
に
２
台
し
か

な
い
特
殊
な
折
り
加
工
の
機

械
を
導
入
す
る
な
ど
サ
ー
ビ

ス
の
高
付
加
価
値
化
を
図
っ

て
き
た
が
、
代
表
取
締
役
の

櫻
井
聖
一
さ
ん
は
70
歳
に
な

り
、
後
継
者
不
在
の
た
め
廃

業
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し

一
方
で
従
業
員
の
今
後
や
顧

客
へ
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

と
い
う
思
い
も
あ
り
Ｇ
Ｉ
Ｆ

Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
Ｍ
＆
Ａ
の
提
案
に
仲
介

サ
ー
ビ
ス
契
約
を
結
ん
だ
。

　

譲
受
側
の
株
式
会
社
森

技
報
堂
は
金
券
や
Ｄ
Ｍ
印
刷

な
ど
機
密
性
の
高
い
印
刷
物

を
多
数
手
掛
け
る
。
こ
れ
ま

で
何
度
か
Ｍ
＆
Ａ
を
経
験
。

代
表
取
締
役
の
森
康
さ
ん

は
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｍ
ａ
ｐ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
提
案
を
振
り

返
り
「
中
小
企
業
の
中
に
は

倒
産
な
ど
で
は
な
く
、
後
継

者
不
在
で
廃
業
せ
ざ
る
を
得

最終株式譲渡契約調印式。左から櫻
井さん、森さん、髙野さん。

　

静
岡
県
静
岡
市
で
親
子
３
代
に

わ
た
っ
て
養
鶏
業
を
営
む
有
限
会

社
清
水
養
鶏
場
。
社
長
の
清
水

茂
さ
ん
は
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ

い
。
自
家
製
造
だ
か
ら
配
合
で
き

る
素
材
だ
。

　

ま
た
卵
は
７
割
以
上
が
水
分
な

の
で
与
え
る
水
に
も
こ
だ
わ
る
。

水
質
改
善
装
置
で
井
戸
水
を
弱
ア

ル
カ
リ
化
さ
せ
た
う
え
で
ミ
ネ
ラ

ル
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
、
微
生
物

由
来
の
調
整
剤
を
添
加
。
臭
み
の

な
い
卵
と
な
る
だ
け
で
な
く
鶏
の

腸
内
環
境
を
整
え
、
排
出
さ
れ
る

鶏
糞
の
に
お
い
も
軽
減
す
る
。
こ

の
鶏
糞
は
肥
料
の
原
料
と
し
て
使

わ
れ
る
。
出
荷
ま
で
３
カ
月
以
上

か
け
て
発
酵
・
熟
成
・
乾
燥
を
行

う
た
め
一
般
的
な
肥
料
と
比
較
し

て
特
有
の
に
お
い
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
取
引
先
の
農
家
に
は
好
評
だ

が
、
排
出
さ
れ
る
鶏
糞
の
量
に
は

限
り
が
あ
り
増
産
が
難
し
い
の
が

う
れ
し
い
悩
み
だ
と
い
う
。

　

ほ
か
に
も
、
若
い
鶏
が
産
む
卵

の
方
が
良
質
な
た
め
採
卵
鶏
は
１

年
で
入
れ
替
え
、
鶏
舎
の
温
度
湿

度
管
理
は
小
ま
め
に
行
う
な
ど
、

品
質
向
上
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
す
べ
て
実
践
す
る
。
安
全
、
安

心
、
新
鮮
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
卵

は
直
売
店
や
県
内
小
売
店
で
の
販

売
の
ほ
か
飲
食
店
な
ど
に
も
出

荷
。
さ
ら
に
直
売
店
「
た
ま
ご
で

し
あ
わ
せ
」
で
は
美
黄
卵
を
使
用

し
た
各
種
ス
イ
ー
ツ
も
販
売
す

る
。
発
売
か
ら
10
年
以
上
た
つ
人

気
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
は
、
自
慢

の
美
黄
卵
（
30
個
）
と
セ
ッ
ト
で

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
に
て

取
り
扱
い
中
。
２
７
１
０
ポ
イ
ン

ト
（
送
料
別
）
で
交
換
可
能
だ
。

（
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
サ
イ

ト
の
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
材
の
こ
ぼ

れ
話
を
掲
載
）

有限会社 清水養鶏場  「美黄卵（さくら）30個とたまごシフォンセット」

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｓ
ｔｒｅｅ
ｔ
（
ギ
フ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
）
は
日
本
テ
ク
ノ
の
お
客
様
向
け
サ
ー
ビ
ス
。
同
社
発
行
の
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト

に
応
じ
、
サ
イ
ト
内
の
商
品
（
ギ
フ
ト
）
と
交
換
で
き
る
。
こ
こ
で
は
掲
載
商
品
の
中
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
「
逸
品
」
を
、
提
供

企
業
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
く
。

安
心
、安
全
、新
鮮
な
卵
を
求
め
││

飼
料
、水
、温
湿
度
…
で
き
る
こ
と
す
べ
て

ギフトストリートの 逸品

計
算
す
る
が
、
清
水
養
鶏
場
の
飼

料
で
特
徴
的
な
の
が
「
魚
粉
」
と

「
カ
キ
殻
」
で
あ
る
。
魚
粉
は
価

格
高
騰
で
最
近
は
あ
ま
り
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
が
、
ほ
か
の
素
材
で

補
う
の
が
難
し
い
ほ
ど
必
須
ア
ミ

ノ
酸
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
る
。
も

う
１
つ
の
カ
キ
殻
は
カ
ル
シ
ウ
ム

を
継
続
的
に
摂
取
す
る
の
に
最
適

だ
が
、
牛
や
豚
な
ど
ほ
か
の
家
畜

の
飼
料
と
し
て
は
不
向
き
。
工
場

出
荷
さ
れ
る
一
般
的
な
飼
料
は
家

畜
の
種
別
を
分
け
ず
同
じ
製
造
ラ

イ
ン
で
つ
く
る
た
め
、
カ
キ
殻
混

入
の
恐
れ
が
あ
り
使
用
で
き
な

養
鶏
の
知
識
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
品
質
向
上
に
情
熱
を
注
ぐ
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
美
黄

卵
」
は
１
９
８
９
年
の
発
売
。
こ

だ
わ
り
抜
い
た
飼
料
と
水
で
飼
育

さ
れ
た
採
卵
鶏
か
ら
産
ま
れ
る
卵

は
、
濃
厚
な
味
わ
い
で
一
般
客
や

飲
食
店
に
根
強
い
フ
ァ
ン
を
持

つ
。
品
質
の
秘
訣
は
ま
ず
、
毎
月

成
分
や
比
率
を
変
え
て
製
造
す
る

自
家
配
合
の
飼
料
だ
。
専
門
家
監

修
の
も
と
、
季
節
に
合
わ
せ
て
カ

ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分
の
含
有
量
を

「美黄卵（さくら）30個とたまごシフォンセット」　2710ポイント（送料別）
セット内容●鶏卵30個、シフォンケーキ17cmホール１個〈化粧ケース付き〉

与
え
る
飼
料
は
自
家
製
造
で
成
分

や
比
率
は
毎
月
変
え
て
い
る
。
魚

粉
と
カ
キ
殻
の
配
合
が
ポ
イ
ン
ト
。

2020年6月
有限会社 サクライ
仲介サービス契約締結

 9月
譲渡先検索により買い
手候補があがるも、デ
ューデリジェンス後に
交渉不成立

 10月～
譲渡候補選定

2021年 2月初旬
株式会社 森技報堂
仲介サービス契約締結

 2 月中旬
トップ面談・工場視察

 3月
譲渡条件整理
デューデリジェンス

 4月上旬
両社合意

 4月26日
最終株式譲渡
契約調印式

仲介契約締結から
譲渡完了までの経緯

基本料金

再生可能エネルギー
発電促進賦課金

燃料費調整額

電力量料金

供給地点特定番号

https://gift-map.jp/matching_case
https://econews.jp/article/column/imamukashi/
https://econews.jp/article/learn/mijikanadenki/
https://www.gift-street.com/products/detail/1971
https://www.gift-street.com/products/detail/1971
https://econews.jp/article/learn/tekkunqa/
https://gift-map.jp/matching_case/case05
https://gift-map.jp/
https://www.gift-street.com/
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小
田
急
線
秦
野
駅
か
ら
ほ
ど

近
く
に
あ
る
Ｔ
Ｍ
ビ
ル
。
近
隣

住
民
や
駅
利
用
者
の
生
活
を
支

え
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
、
居
酒
屋
な
ど
飲
食
店
が
入

居
す
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
だ
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
座
間
毅
さ
ん
は

以
前
、
自
身
で
そ
れ
ぞ
れ
の
子

メ
ー
タ
ー
を
読
み
、
手
計
算
で

電
気
料
金
を
算
出
し
各
テ
ナ
ン

ト
に
請
求
し
て
い
た
。
作
業
は

手
間
が
か
か
り
、
そ
の
う
え
料

金
の
公
平
性
に
疑
問
が
持
た
れ

な
い
か
心
配
だ
っ
た
。
そ
こ
で

テ
ナ
ン
ト
ご
と
に
自
動
で
検
針

で
き
な
い
か
電
力
会
社
に
問
い

合
わ
せ
た
。
だ
が
、
住
居
目
的

の
建
物
以
外
は
オ
ー
ナ
ー
へ
の

一
括
請
求
に
な
る
と
断
ら
れ
て

し
ま
う
。

　

解
決
策
を
模
索
す
る
中
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
日

求
管
理
作
業
か
ら
の
解
放
は
本

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
評
価

で
き
る
点
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
。そ
の
１
つ
が
対
応
の
早
さ
。

こ
こ
数
年
大
気
が
不
安
定
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
先
日
も
停
電

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

直
後
に
携
帯
電
話
へ
通
報
が
入

り
、
復
旧
作
業
を
進
め
て
く
れ

た
ん
で
す
。
担
当
の
技
術
者
さ

ん
は
市
内
に
住
ん
で
い
て
す
ぐ

駆
け
つ
け
て
く
れ
る
の
で
と
て

も
安
心
で
す
」
と
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
導
入
時
に
切
り
替
え
た
保
安

サ
ー
ビ
ス
に
も
不
満
は
な
い
と

ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　
「
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
点
検
後
の

本
テ
ク
ノ
の
エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を

知
っ
た
。
サ
イ
ト
で
問
い
合
わ

せ
て
み
る
と
、
担
当
者
か
ら
す

ぐ
に
連
絡
が
入
っ
た
。
説
明
さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
ま
さ

に
自
分
が
求
め
て
い
た
も
の
だ

と
実
感
で
き
た
。
納
得
し
た
座

間
さ
ん
は
２
０
２
０
年
９
月
、

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
決
め
た
。

　

導
入
か
ら
約
１
年
た
っ
た
今

の
感
想
を
聞
く
と
「
月
々
の
請

報
告
書
も
、
以
前
は
紙
の
書
類

を
１
階
の
コ
ン
ビ
ニ
に
預
け
て

も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
少

し
前
か
ら
電
子
化
さ
れ
メ
ー
ル

で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
ビ
ル
に
常
駐
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
大
変
便
利
で

す
ね
」
と
現
在
日
本
テ
ク
ノ
が

進
め
て
い
る
点
検
報
告
書
の
電

子
化
（
電
気
点
検
簿
）
も
評
価

す
る
。

　

自
動
検
針
や
電
子
化
に
よ
る

事
務
作
業
の
効
率
化
と
安
心
で

き
る
電
気
の
保
安
体
制
。
エ
コ

テ
ナ
ン
ト
導
入
で
座
間
さ
ん
は

複
数
の
メ
リ
ッ
ト
を
得
た
。

「エコテナント」とは
　一般的なテナントビルは、ビル全体で一括受電しているた
め、電気料金はビルオーナーが電力会社へまとめて支払って
いる。オーナーはテナントの使用分を立て替えるため、個々の
テナントに対し、それぞれに応じた電気料金を請求する。そこ
には子メーターの検針、料金算出、請求管理といった手間の
かかる業務が伴う。
　「エコテナント」はオーナーをわずらわせていたそれらの業
務をすべて代行するサービスである。既存の子メーターは自
動検針のスマートメーターに変更され、月々の使用量は日本テ
クノに伝送される。オーナーとテナントの双方にとって、ともに
信頼性を高められるシステムである。

《ユーザーレポート》

テナントビル向けサービス

　

保
安
本
部
保
安
部
保
安
採
用
課

は
、
日
本
テ
ク
ノ
と
業
務
提
携
し
て

い
る
「
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電

協
」（
以
下
、
協
力
会
）
の
電
気
主

個
人
事
業
主
と
し

て
活
動
さ
れ
る
場

合
に
も
ス
ム
ー
ズ

に
業
務
が
で
き
る

よ
う
、
協
力
会
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
協
力
会
に

は
入
会
費
、
年
会

費
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。ま
た
、

高
圧
受
変
電
設
備

任
技
術
者
の
入
会
全
般
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
協
力
会
に
は
２
０
２
１
年

８
月
時
点
で
約
１
３
２
０
名
の
技
術

者
さ
ん
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
当
社

の
シ
ェ
ア
拡
大
と
と
も
に
技
術
者
さ

ん
の
需
要
は
右
肩
上
が
り
で
増
え
て

い
ま
す
が
、
反
面
、
外
部
委
託
の
資

格
を
持
つ
電
気
主
任
技
術
者
は
、
高

齢
化
が
進
み
、
か
つ
入
職
者
も
減
少

し
て
い
る
た
め
、
先
々
の
人
材
不
足

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
署

は
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
入

会
を
支
援
す
る
た
め
２
０
２
１
年
４
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日本テクノ日本テクノ
社員群像

日本テクノ
社員群像

各部署キーパーソンが語る 電
気
設
備
の
安
全
を
守
る

多
く
の
技
術
者
さ
ん
に
納
得
の
入
会
を

（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）
の
保
安
点
検
を

行
う
お
客
様
先
は
、
す
べ
て
日
本
テ

ク
ノ
側
か
ら
紹
介
す
る
た
め
、
営
業

活
動
は
不
要
で
す
。

　

経
済
産
業
省
産
業
保
安
監
督
部
へ

の
各
種
申
請
も
代
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
煩
雑
な
事
務
作
業
か
ら
解
放
さ

れ
、
お
客
様
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
お
よ
び
点
検
業
務
に
専
念
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
点
検
に
必
要
な

各
種
ツ
ー
ル
や
最
新
情
報
な
ど
も
随

時
提
供
し
て
お
り
、
協
力
会
全
体
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
営
業
や
人
事
な
ど

人
と
多
く
接
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分
が
発
信

し
た
情
報
や
提
案
・
企
画
が
相
手
の

行
動
や
意
識
が
変
化
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

き
ま
し
た
。
例
え
ば
人
事
で
は
新
卒

採
用
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
会

社
説
明
会
な
ど
で
当
社
の
考
え
方
を

説
明
し
、
そ
れ
に
共
感
し
て
く
れ
た

学
生
が
入
社
し
た
と
き
、
大
き
な
喜

び
を
感
じ
ま
し
た
。
現
在
の
保
安
採

用
課
で
も
協
力
会
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
発
信
し
、
少
し
で
も
多
く
の

技
術
者
さ
ん
が
納
得
し
て
入
会
し
て

く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

前
述
の
通
り
私
た
ち
は
、
技
術
者

さ
ん
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
入
会

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

保安本部 保安部 保安採用課

課長　彦坂泰幸

求めた通りのサービスに納得
保安体制や電気点検簿も高く評価

保安サービス特集保安サービス特集

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
大
規
模
工

場
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
７
０
０

０
㌾
超
の
特
別
高
圧
（
以
下
、

特
高
）受
変
電
設
備
に
つ
い
て
、

そ
の
設
置
者
か
ら
保
安
管
理
業

務
を
請
け
負
う
「
外
部
選
任

サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
特
高
設
備
で
は

資
格
を
持
つ
自
社
の
社
員
が
保

安
管
理
業
務
に
当
た
る
の
が
一

般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
特
高

設
備
の
管
理
に
必
要
な
資
格

は
、
電
圧
に
よ
っ
て
は
電
験
二

種
以
上
が
必
須
と
な
る
。
三
種

に
比
べ
て
資
格
保
有
者
が
少
な

く
、担
当
者
が
退
職
し
た
場
合
、

引
き
継
ぎ
が
困
難
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
日
本
テ
ク
ノ
の

外
部
選
任
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

れ
ば
、
そ
う
し
た
問
題
が
ク
リ

ア
で
き
る
。

　

特
高
設
備
を
所
有
す
る
企
業

は
後
継
者
育
成
な
ど
に
コ
ス
ト

を
か
け
る
必
要
が
な
く
な
る
。

電
気
保
安
管
理
業
務
を
外
部
に

委
託
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
は

高
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
保

安
管
理
業
務
は
有
資
格
者
の
常

駐
が
不
要
の
た
め
、
こ
こ
で
も

日
本
テ
ク
ノ
に
管
理
を
委
託
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
該

当
施
設
を
保
有
す
る
事
業
者
に

は
検
討
す
る
価
値
の
あ
る
サ
ー

ビ
ス
だ
ろ
う
。

付
加
価
値
を
追
求
し
続
け
る
日
本
テ
ク
ノ
の
電
気
保
安
管
理

神奈川県秦野市◎ＴＭビル

月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
募
集
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
告
媒
体
へ
の
掲
載
で
、
こ
れ
を

見
て
業
務
説
明
会
に
参
加
い
た
だ
く

ケ
ー
ス
が
中
心
で
す
。
近
年
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

を
考
慮
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
協
力
会
の
技
術
者
さ
ん
か
ら
の

紹
介
も
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

協
力
会
の
技
術
者
さ
ん
は
、
個
人

事
業
主
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
企

業
に
所
属
さ
れ
て
い
た
方
が
初
め
て

オーナーの座間毅さん。

　電気保安管理の目的は「お客様が安心して安全に電気を使える」環境
を提供することにある。そのために日本テクノグループではノウハウの継
承や新システム活用によるサービス充実など、さまざまな活動を進めて
いる。ここでは、そうした保安管理の最新の取り組みを紹介していく。

出
題
さ
れ
る
問
題
の
背
景
や
、

実
務
と
の
関
連
で
留
意
す
べ
き

点
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
講
義

内
容
で
受
講
者
を
合
格
へ
と
導

い
て
い
る
。

　

講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
。
ラ
イ
ブ
で
の
参
加
な
ら
ば

随
時
講
師
に
質
問
可
能
で
、
業

務
の
都
合
な
ど
で
そ
の
時
間
に

受
講
で
き
な
い
社
員
に
は
ア
ー

カ
イ
ブ
も
用
意
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
度
の
電
験
三
種

の
試
験
日
は
８
月
22
日
、
電
験

二
種
は
一
次
試
験
が
８
月
21

日
、
二
次
試
験
が
11
月
14
日
だ

が
、
意
欲
あ
る
社
員
が
自
主
的

に
学
ぶ
の
を
助
け
る
た
め
、
試

験
終
了
後
も
引
き
続
き
毎
週

「
電
験
技
塾
」
を
開
催
し
て
い

く
予
定
だ
。

っ
た
。
そ
の
点
、
電
気
点
検
簿

は
点
検
時
の
設
備
の
写
真
な
ど

を
添
付
で
き
る
。
例
え
ば
「
経

年
劣
化
で
絶
縁
油
が
変
色
」
な

ど
の
不
具
合
箇
所
を
視
覚
的
に

確
認
で
き
る
た
め
、
改
修
の
判

断
が
ス
ム
ー
ズ
に
下
せ
る
。

　

さ
ら
に
太
陽
光
発
電
設
備
や

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
い
っ
た
事
業

場
で
は
、
事
業
主
や
担
当
者
が

現
場
に
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多

い
。
そ
う
し
た
場
合
で
も
電
気

点
検
簿
は
、ネ
ッ
ト
上
で
確
認
・

承
認
で
き
る
た
め
、
書
類
の
捺

印
・
郵
送
や
原
本
保
管
な
ど
の

手
間
が
不
要
に
な
る
。
も
ち
ろ

ん
報
告
書
な
ど
の
書
類
は
必
要

な
と
き
い
つ
で
も
参
照
で
き
、

検
索
性
が
高
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
面
で
も
安
心
だ
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
今
後
、
こ

の
利
便
性
の
高
い
電
気
点
検
簿

を
、
全
国
の
お
客
様
に
順
次
案

内
し
て
い
く
。

　

日
本
テ
ク
ノ
で
は
社
内
の
希

望
者
を
対
象
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
「
電
験
技
塾
」
を
開
催
し

て
い
る
。
内
容
は
、
電
気
主
任

技
術
者
試
験
（
以
下
、
電
験
）

の
三
種
ま
た
は
二
種
を
受
験
す

る
社
員
に
向
け
た
も
の
。
２
０

２
１
年
４
月
か
ら
、
三
種
と
二

種
そ
れ
ぞ
れ
週
１
回
の
講
義
を

行
っ
て
い
る
。
業
務
終
了
後
に

約
１
時
間
実
施
し
て
お
り
、
受

講
は
無
料
。

　

講
師
を
務
め
る
の
は
、
日
本

テ
ク
ノ
社
員
計
６
名
。
長
年
学

生
に
電
気
の
知
識
を
授
け
て
き

た
工
業
高
校
の
元
電
気
科
教
諭

（
２
名
）
を
は
じ
め
、
知
識
・

経
験
の
豊
富
な
講
師
が
そ
ろ
っ

て
い
る
。
合
格
者
に
よ
る
試
験

対
策
を
は
じ
め
、
試
験
で
よ
く

　

高
圧
受
変
電
設
備
の
保
安
点

検
で
は
月
次
・
年
次
の
点
検
結

果
を
需
要
家
が
保
存
し
て
お
く

義
務
が
あ
る
。
紙
の
報
告
書
を

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
の
が
一
般

的
だ
が
、
そ
の
保
管
の
手
間
を

低
減
で
き
る
の
が
日
本
テ
ク
ノ

の
「
電
気
点
検
簿
」
だ
。
電
気

点
検
簿
な
ら
報
告
書
を
画
面
上

で
確
認
し
、
承
認
す
る
だ
け
で

済
む
。
ネ
ッ
ト
上
に
デ
ー
タ
が

保
存
さ
れ
る
た
め
、
紙
ベ
ー
ス

で
保
管
し
て
お
く
必
要
が
な

い
。

　

ま
た
以
前
は
、
キ
ュ
ー
ビ
ク

ル
内
部
に
改
善
が
必
要
な
箇
所

が
あ
っ
て
も
、
通
電
中
の
設
備

に
は
近
づ
け
な
い
た
め
、
お
客

様
は
担
当
技
術
者
か
ら
口
頭
や

書
面
で
説
明
を
受
け
る
だ
け
だ

実践的ノウハウを社内で継承

保安点検情報をデジタル管理

大規模設備の技術者外部選任

電験技塾塾長を務める川野寛美（宮崎県の県立工
業高校元校長で電気科教諭・電験二種取得歴40
年）の講義風景。

電験技塾

電気点検簿

特高外部選任

こ
こ
が
メ
リ
ッ
ト

▼
後
任
の
心
配
が
不
要
に

日
本
テ
ク
ノ
と
の
直
接
契
約
と

な
る
た
め
、
主
任
技
術
者
の
急
な

離
職
な
ど
に
よ
る
資
格
保
有
者

の
採
用
に
悩
む
必
要
が
な
い
。

▼
実
務
も
代
行

電
力
会
社
や
産
業
保
安
監
督
部

と
の
や
り
取
り
は
日
本
テ
ク
ノ
選

任
の
電
気
主
任
技
術
者
が
中
心

と
な
っ
て
行
う
。

▼
全
国
規
模
で
対
応

日
本
テ
ク
ノ
お
よ
び
日
本
テ
ク
ノ

協
力
会
・
日
電
協
に
は
１
０
０
０

人
以
上
の
電
気
主
任
技
術
者
が

在
籍
。
全
国
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
に
対
応
で
き
る
。

（2021年 8月時点）

種別 採用数（都道府県） 規模

工場 16（11） 5,000～80,000kVA、
発電機計5台

火力発電所 4（3） 10～110MW
太陽光発電所 14（12） 10～110MW
風力発電所 3（2） 6～7MW
ごみ焼却場 1（１） 21,025kVA

●特高設備管理実績

https://eco-tenant.jp/case/index.html
https://www.n-techno.co.jp/service/security.html
https://cubicle-hoan.jp/service/service_dennkitenken.html
https://cubicle-hoan.jp/service/service_sennin.html
https://eco-tenant.jp/
https://cubicle-hoan.jp/
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https://denki.kankyo-ichiba.jp
https://kankyo-ichiba.jp/
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大
阪
府
大
阪
市
に
あ
る
株
式
会

社
髙
見
紙
化
工
所
は
、
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
・
ラ
ミ
ネ
ー
ト
技
術
を

ベ
ー
ス
に
し
た
印
刷
加
工
会
社
。

日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
担
当
者
か
ら

電
気
の
「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
代
表
取
締
役
の
髙

見
正
行
さ
ん
は
「
ど
れ
だ
け
デ
マ

ン
ド
値
が
変
化
す
る
の
か
興
味
を

持
っ
た
」
と
２
０
１
６
年
に
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
た
。

　

工
場
の
１
階
と
２
階
に
そ
れ
ぞ

れ
設
置
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
表
示
が
赤
色
の
警
告
に

な
る
の
は
空
調
の
負
荷
が
増
え
る

６
〜
９
月
。
そ
の
４
カ
月
間
に
集

中
し
た
省
エ
ネ
を
実
施
す
れ
ば
効

果
は
期
待
で
き
る
。
そ
う
考
え
た

髙
見
さ
ん
は
、
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク

時
に
、
熱
の
発
生
が
比
較
的
少
な

い
加
工
機
の
近
く
に
あ
る
大
型
空

調
機
を
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

す
る
と
作
業
現
場
は
、
一
時
的
に

40
℃
を
超
え
る
よ
う
な
過
酷
な
環

境
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
そ
の

中
で
作
業
す
る
の
は
無
理
で
す
。

従
業
員
に
は
快
適
な
職
場
環
境
を

つ
く
る
と
約
束
し
て
、
別
の
対
策

を
考
え
ま
し
た
」。

　

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
小
型

フ
ァ
ン
の
つ
い
た
空
調
服
。
し
か

し
外
気
温
が
高
け
れ
ば
、
効
果
は

限
定
的
だ
。
冷
気
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
保
冷
剤
を
入

れ
て
み
た
が
数
十
分
で
溶
け
て
し

ま
い
、
水
滴
で
服
が
濡
れ
て
し
ま

っ
た
。
服
の
外
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

も
つ
け
て
み
た
。
そ
れ
も
短
時
間

し
か
も
た
な
か
っ
た
。

　
「
ど
う
す
れ
ば
涼
し
さ
を
保
て

る
か
、
従
業
員
と
一
緒
に
試
行
錯

誤
し
ま
し
た
」
と
髙
見
さ
ん
。
た

ど
り
着
い
た
の
が
、
廃
材
の
ス
ポ

ン
ジ
で
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
包
み
メ

ッ
シ
ュ
ポ
ー
チ
に
入
れ
る
方
法
。

こ
う
す
る
と
冷
気
は
３
時
間
弱
続

い
た
。
工
夫
を
施
し
た
空
調
服
と

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を
使
え
ば
、

涼
し
い
環
境
で
作
業
に
集
中
で
き

る
。
こ
れ
で
大
型
空
調
機
の
稼
働

は
停
止
で
き
た
。

　
「
以
前
か
ら
職
場
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
の
導

入
を
き
っ
か
け
に
改
善
が
進
ん
で

い
ま
す
」
と
話
す
髙
見
さ
ん
は
、

電
気
だ
け
で
な
く
会
社
全
体
の

「
見
え
る
化
」
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
機
械
の
不
具
合
や
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
駐
車
場
も
含
め
た
社
内
に
１
０

０
台
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。「
事
故
や
不
良
品
が
出
た
と

き
、
映
像
を
確
認
し
て
改
善
を
重

ね
て
い
ま
す
。〝
見
え
る
化
〞
は

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
を
発
見
で
き
る

ん
で
す
」。
そ
の
活
動
は
取
引
先

か
ら
の
信
頼
度
向
上
に
大
き
く
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
２
０
１
８
年
６
月
取
材
）

大型空調の代替は工夫した空調服とスポットクーラー
株式会社 髙見紙化工所　http://p-takami.co.jp/

職
場
環
境
の
改
善

導入前後の比較

2016年▶2018年

2015年12月～翌年11月
▶2016年12月～翌年11月

契約電力

使用電力量

※「SMARTMETER」は日本テクノ（株）の登録商標です。

お客様の声
SMARTMETER ＥＲＩＡ
ス マ ー ト メ ー タ ー エ リ アス マ ー ト ク ロ ッ ク

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
１
階
と
２
階

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
る
。

代表取締役の髙見正行さん。

住
所
◉
大
阪
府
大
阪
市
平
野
区
加

美
北
１
│
１
２
│
２
２
／
電
話
◉
０

６
（
６
７
５
４
）
７
７
５
５
／
創
業

◉
１
９
６
７
年
／
事
業
内
容
◉
印

刷
加
工
業

事業所DATA

コンサートホール成増スロット館

　

東
京
都
板
橋
区
に
あ
る
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
成
増
ス
ロ
ッ
ト

館
。
店
長
の
中
西
正
宏
さ
ん
が
電

気
料
金
の
コ
ス
ト
見
直
し
を
進
め

よ
う
と
本
社
に
相
談
し
た
際
、
日

本
テ
ク
ノ
を
紹
介
さ
れ
、
電
気
の

「
見
え
る
化
」
を
導
入
す
る
運
び

に
な
っ
た
。
省
エ
ネ
に
は
導
入
以

前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
店
頭

ス
タ
ッ
フ
の
中
野
龍
二
さ
ん
が
そ

の
旗
振
り
役
に
な
っ
て
い
た
。

　

中
野
さ
ん
は
、
閉
店
後
に
分
電

盤
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
入
り
切
り
し

て
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
ず
消
灯

で
き
る
場
所
を
検
証
す
る
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
試
み
を
実
行
し
て
い

た
。
そ
ん
な
中
野
さ
ん
に
と
っ
て

電
気
の
「
見
え
る
化
」
は
強
力
な

ツ
ー
ル
と
な
り
、
省
エ
ネ
活
動
は

一
気
に
加
速
し
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
空
調
稼

働
の
効
率
化
。
そ
れ
ま
で
エ
リ
ア

ご
と
の
調
整
し
か
で
き
な
か
っ
た

空
調
を
、
業
者
に
依
頼
し
て
個
別

に
設
定
で
き
る
仕
様
に
変
更
し
て

も
ら
っ
た
。
同
時
に
店
内
の
16
カ

所
に
温
度
計
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
の
体
感
温
度
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
設
置
場
所

の
目
安
は
、
座
っ
て
い
る
お
客
様

の
頭
の
位
置
。
表
示
さ
れ
た
温
度

を
確
認
し
な
が
ら
の
小
ま
め
な
空

調
の
調
節
で
、
使
用
電
力
量
は
順

調
に
改
善
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

活
動
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も

必
要
に
な
る
。
シ
フ
ト
制
の
勤
務

で
約
25
人
が
働
い
て
お
り
、
全
員

へ
の
周
知
が
成
功
の
カ
ギ
。
そ
こ

で
中
野
さ
ん
は
、
電
気
料
金
の
仕

組
み
や
省
エ
ネ
活
動
の
成
果
、
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
「
節
電
新
聞
」
を
月
刊

で
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
記
事

で
は
、「
店
に
あ
る
７
つ
の
ト
イ

レ
便
座
を
最
高
温
度
に
す
る
と
１

時
間
で
２
２
１
９
㍗
消
費
し
ま

す
」
な
ど
身
近
で
あ
り
な
が
ら
一

歩
踏
み
込
ん
だ
情
報
を
掲
載
し
、

閉
店
後
の
電
源
オ
フ
徹
底
を
呼
び

か
け
た
り
す
る
。

　

節
電
新
聞
で
省
エ
ネ
活
動
の
意

味
や
効
果
を
知
ら
さ
れ
て
い
っ
た

ス
タ
ッ
フ
の
意
識
は
徐
々
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
。
今
で
は
、「
こ
う

し
た
方
が
よ
り
省
エ
ネ
に
な
る
の

で
は
」
と
い
っ
た
提
案
も
寄
せ
ら

れ
る
。
大
き
な
成
果
を
生
ん
だ
中

野
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、
社
内
表

彰
を
受
け
た
。

　

力
強
い
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ

た
店
長
の
中
西
さ
ん
も
活
動
の
後

押
し
と
な
る
設
備
改
善
を
考
え

「
以
前
の
ホ
ー
ル
全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
で
は
予
想
以
上
の
効
果
が
出
た

の
で
、
次
は
店
外
照
明
に
も
着
手

し
て
い
く
計
画
で
す
」
と
話
す
。

（
２
０
１
９
年
６
月
取
材
）

店内各所に設置した温度計をもとに空調稼働を個別調整
株式会社 コンチェルト　コンサートホール成増スロット館 https://www.p-world.co.jp/tokyo/concert-narimasu2.htm

住
所
◉
東
京
都
板
橋
区
成
増
２
│

１
８
│
１
２
／
電
話
◉
０
３
（
５
９

９
８
）
３
１
２
１
／
事
業
内
容
◉
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事
業

事業所DATA

活
動
情
報
の
周
知

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2017年▶2018年

2017年4月～翌年3月
▶2018年4月～翌年3月

店
内
に
は
16
カ
所
に
温
度
計
を
設
置
。

電気の見える化

4.1％4.1％ Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｐ

お客さまマイページ ご活用ください！ デマンド閲覧サービス（従来版）終了のお知らせ
　日本テクノではウェブ上で契約内容をは
じめ当社に関係する情報を一元管理でき
る「お客さまマイページ」を用意していま
す。マイページにログインすると、各社の
内容に応じて「契約内容」「電気料金（当
社と電力需給契約を結んでいる方）」「提
案資料・点検簿（当社、日本テクノ協力会・
日電協と保安管理契約を結んでいる方）」
「製品説明書」などが参照できます。特に
事業場が複数ある企業などでは、電力に関
する情報を管理部門が一元管理するのに
便利と好評です。
　なお、お客様が確認できるデータは今後
種類を増やしてまいります。
　未登録のお客様は右の手順を参考にぜ
ひご登録ください。

「SMART CLOCK（スマートクロック）」「SMARTMETER ERIA（スマートメーターエリア、以下：ＥＲＩＡ）」の導入事例集から4つの取り組みをピックアップして紹介する（記事
は取材当時の内容）。これらの活動は電気をつくる際に生じる二酸化炭素（CO2）の排出削減につながり、SDGsの目標達成にも貢献する（右の 5目標は特に関連性が高い）。

電気の見える化

副社長の前浜政典さん。

　

沖
縄
県
浦
添
市
で
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
直
営
な
ど
葬
祭
事
業
を

営
む
株
式
会
社
い
な
ん
せ
典
礼
。

副
社
長
の
前
浜
政
典
さ
ん
は
、
日

本
テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
つ

い
て
「
電
気
の
使
い
方
を
徹
底
的

に
見
直
し
、
デ
マ
ン
ド
値
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
か
っ
た
か
ら
」
と

話
す
。
過
去
に
他
社
の
デ
マ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
採
用
し
た

が
、
警
報
の
鳴
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
く
、
対
応
が
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
何
度
か
あ
っ
た
。「
そ
こ
で

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
に
よ

る
使
用
状
況
の
〝
見
え
る
化
〞
で

早
め
に
対
策
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
」。

　

施
設
の
利
用
者
に
不
便
を
感
じ

さ
せ
ず
、
い
か
に
デ
マ
ン
ド
値
を

下
げ
る
か
。
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
。
日
本
テ
ク
ノ
の

営
業
担
当
者
は
勉
強
会
を
複
数
回

実
施
。
ピ
ー
ク
時
の
省
エ
ネ
対
策

な
ど
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
重
ね

る
と
、
従
業
員
の
意
識
は
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
モ
ニ
タ
の
表
示
を
撮
影

し
「
警
告
が
出
て
い
る
の
で
空
調

を
確
認
願
い
ま
す
」
な
ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
情
報
を
共
有
す

る
取
り
組
み
が
自
主
的
に
始
ま
っ

て
い
っ
た
。「
時
計
に
表
示
さ
れ

る
電
気
の
使
用
状
況
か
ら
現
在
の

空
調
の
使
い
方
で
ど
れ
く
ら
い

セ
ー
ブ
で
き
る
か
そ
れ
ぞ
れ
が
確

認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一

方
で
、
葬
儀
が
続
い
た
と
き
は
人

の
手
に
よ
る
省
エ
ネ
に
は
限
界
が

あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
」。

　

暑
い
沖
縄
の
夏
、
葬
儀
が
重
な

れ
ば
空
調
の
稼
働
は
増
え
る
。
通

夜
な
ど
で
遺
体
を
安
置
す
る
と
き

も
想
定
以
上
の
空
調
稼
働
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
解
決

策
と
し
て
選
択
し
た
の
が
ガ
ス
式

空
調
の
導
入
だ
っ
た
。

　
「
費
用
対
効
果
を
考
え
て
一
部

の
空
調
を
ガ
ス
式
に
し
ま
し
た
。

決
断
の
根
拠
に
な
っ
た
の
は
デ
マ

ン
ド
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ー
タ
で

す
。
デ
マ
ン
ド
が
目
標
設
定
値
を

超
え
て
し
ま
っ
た
日
の
時
間
帯
別

使
用
電
力
量
や
気
温
の
デ
ー
タ
を

業
務
記
録
と
と
も
に
検
証
し
、
こ

れ
以
上
の
省
エ
ネ
は
難
し
い
と
判

明
し
た
。
交
換
後
、
ガ
ス
の
使
用

量
を
計
算
に
入
れ
て
も
、
見
合
う

省
エ
ネ
効
果
が
出
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て

電
気
料
金
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図

れ
、
そ
れ
は
従
業
員
へ
の
賞
与
と

し
て
還
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

活
動
へ
の
意
欲
向
上
に
も
つ
な
が

り
、
今
や
省
エ
ネ
は
全
社
一
丸
と

な
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
前
浜

さ
ん
は
「
今
後
も
日
本
テ
ク
ノ
さ

ん
と
密
に
情
報
交
換
を
行
い
、
一

層
の
省
エ
ネ
を
実
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
。

（
２
０
１
８
年
10
月
取
材
）

デマンド閲覧サービスの情報をもとに空調を電気とガスの併用へ
株式会社 いなんせ典礼　https://inanse.com/
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浦
添
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伊
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武
瀬

１
│
７
│
１
／
電
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◉
０
９
８
（
８

６
６
）
６
１
１
１
／
創
業
◉
１
９
９

９
年
／
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業
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◉
葬
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業

事業所DATA

積
極
的
デ
ー
タ
活
用

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2015年▶2018年

2014年11月～翌年10月
▶2017年11月～翌年10月

直
営
式
場
の
「
い
な
ん
せ
会
館
」。

電気の見える化

関口雄揮記念美術館

　

北
海
道
の
風
景
画
で
広
く
好
評

を
博
し
た
画
家
・
関
口
雄
揮
氏
の

作
品
を
展
示
す
る
関
口
雄
揮
記
念

美
術
館
（
北
海
道
札
幌
市
）。
運

営
す
る
北
榮
興
産
株
式
会
社
は
、

建
築
用
鉄
骨
の
設
計
、
加
工
、
組

立
を
主
体
と
す
る
北
榮
興
業
株

式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
企
業
だ
。
副

館
長
の
髙
田
裕
之
さ
ん
は
、
日
本

テ
ク
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
き
っ

か
け
を
「
グ
ル
ー
プ
全
体
で
電
気

の
〝
見
え
る
化
〞
を
活
用
し
、
省

エ
ネ
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」
と
説
明
す
る
。

　

だ
が
、
美
術
館
の
照
明
は
す
で

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
交
換
を
行
っ
て
お

り
、
２
０
１
７
年
に
は
旧
来
設
備

の
空
調
か
ら
地
熱
を
利
用
し
た
使

用
電
力
量
の
少
な
い
最
新
型
へ
の

切
り
替
え
も
済
ん
で
い
た
。
そ
の

ほ
か
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て
ど
ん

な
省
エ
ネ
が
で
き
る
の
か
不
安
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
デ
ー
タ

取
得
の
た
め
、
従
来
通
り
の
運
営

を
続
け
た
。

　

作
品
展
示
室
と
収
蔵
庫
は
、
絵

画
の
保
存
状
態
を
良
好
に
保
つ
た

め
、
空
調
で
24
時
間
、
温
湿
度
を

自
動
的
に
管
理
し
て
い
た
。一
方
、

受
付
と
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
は
、
早

朝
に
タ
イ
マ
ー
で
空
調
を
起
動

し
、
退
館
時
に
電
源
を
切
る
。
そ

う
し
た
運
用
方
法
の
デ
ー
タ
を
検

証
し
た
と
こ
ろ
、
朝
の
タ
イ
マ
ー

で
空
調
が
稼
働
し
た
時
間
に
大
き

な
電
力
ピ
ー
ク
を
記
録
し
て
い
る

の
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
は
札
幌
市

の
郊
外
。
厳
冬
期
に
は
室
内
が
暖

ま
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
た
め
、

使
用
電
力
量
も
増
加
す
る
。

　
「
日
本
テ
ク
ノ
の
営
業
さ
ん
か

ら
、
北
海
道
に
は
朝
の
空
調
稼
働

で
電
力
ピ
ー
ク
に
な
る
企
業
が
多

い
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

ケ
ー
ス
で
は
空
調
を
24
時
間
稼
働

に
す
る
と
効
果
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
方
法
を
試
し

て
み
た
ん
で
す
」

　

結
果
は
、
電
力
ピ
ー
ク
、
使
用

電
力
量
と
も
に
減
少
。
最
終
的
に

は
契
約
電
力
は
23
％
、
使
用
電
力

量
は
３
・
９
％
の
改
善
が
図
れ
た
。

朝
に
出
勤
し
た
と
き
か
ら
室
内
が

暖
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ

に
も
喜
ば
れ
た
。

　
「
そ
れ
ま
で
デ
マ
ン
ド
の
仕
組

み
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

を
利
用
し
た
少
し
の
工
夫
で
契
約

電
力
が
下
が
っ
た
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
ど
ん
な
取
り
組

み
が
で
き
る
の
か
、
日
本
テ
ク
ノ

の
営
業
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
探
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
髙
田
さ

ん
は
意
欲
を
見
せ
る
。

（
２
０
２
０
年
12
月
取
材
）

寒い冬──「空調の24時間稼働」が効果を発揮
北榮興産 株式会社　関口雄揮記念美術館　http://www.sekiguchi-muse.jp/
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事
業
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◉
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術
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事業所DATA

電
力
ピ
ー
ク
対
策

導入前後の比較

契約電力

使用電力量

2019年▶2020年

2018年5月～翌年4月
▶2019年5月～翌年4月

作
品
展
示
室
。
空
調
は
24
時
間
稼
働
。

電気の見える化

▲27.3％▲27.3％

▲22.3％▲22.3％

▲23.0％▲23.0％

▲3.9％▲3.9％

▲7.4％▲7.4％

▲13.2％▲13.2％

▲15.1％▲15.1％

　2021年12月23日（木）をもって「デマンド閲覧サービス（従来版）」の提供を終
了いたします。お客様にはご不便をおかけしますが、今後は見やすく機能が充実
したリニューアル版「デマンド閲覧サービス」のご利用をお願いいたします。
　なお、リニューアル版も従来版と同じログインID・パスワードで利用できます。

●デマンド／電力量グラフにテキスト入力
　これまで印刷したグラフに書き込んでいた内容が、
画面上でテキスト入力できるようになりました。手書
き入力も可能で、文字の大きさや太さも選ぶことがで
きます。

●デマンド設定値変更の操作性向上
　従来版では48コマを1コマずつ調整していたデマン
ド設定値の変更作業が、時間帯ごとにまとめて変更で
きるようになりました。

●市場連動シミュレーターを48コマに反映
　翌日の市場価格に合わせて電力量と仕事量を調整
することで、どれくらい電力料金に差額が生じるかシ
ミュレーションして減額見込みを表示。これをもとに
目標値を変更することができます。

●従来版より情報表示を拡大
　「昨日までの結果」画面に表示される使用電力量な
どの情報を大きく表示するよう仕様を変更。省エネ活
動の結果がわかりやすくなりました。

契約内容など情報の一元管理が可能に

❶ 日本テクノコーポレイトサイト画面上部から［マイ
ページ］をクリックし、［ログインはこちら］ボタン
をクリックします。

❷ 当社から送付されたユーザー IDと仮パスワード
を入力します。ID・仮パスワードが不明の場合
は担当営業またはカスタマーサービスセンター
（0120-288-669）までご連絡ください。

❸メールアドレスを入力します。

❺ パスワードを本登
録します。最初に
日本テクノが発行
した仮パスワード
を入力し、次にお
客様が決めた新パ
スワード（半角英
数 8 ～ 16 文字、
英語大文字を1文
字以上含む）を入
力します。

❹ 登録したアドレスに「新規パスワード登録用
URL」を記載したメールが届きます。メール内
のURLをクリックしてサイトにアクセスします。
（注：ユーザー ID および仮パスワードを入力した
ときと同じブラウザでのアクセスが必要です）

❻ 送信ボタンを押せば登録は完了です。
お客さまマイページをご活用ください。

《登録方法》

わかりやすく使いやすくリニューアル

デマンド閲覧サービス
（ID・パスワードが必要）

New

マイページのログイン
（ID・パスワードが必要）

https://service.n-techno.co.jp/smartclock/
https://econews.jp/article/report/case_study/
https://service.n-techno.co.jp/eria/
https://www.n-techno.co.jp/service/mypage.html
https://www.n-techno.co.jp/service/demand.html
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※ くらしに役立つエコな知恵やアイデアを募集しています。ご応募いただ
いた方の中から抽選で毎月20名様に、「のびのびエコ軍手」をプレゼン
ト！　投稿内容は選考のうえ、本紙またはウェブサイトにてご紹介させて
いただきます。応募方法〈ハガキ〉ご住所とお名前を明記のうえ、日本テク
ノ「おばあちゃんの知恵袋」係までお送りください。〈WEB〉上記ウェブサ
イトにて必要事項を明記のうえ、ご応募ください。

くらしに役立つメルマガ配信中！！

おばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつおばあちゃんのエコクッキングレシピやお掃除法、エコグッズのつ
くり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメールくり方など、エコな生活の知恵が盛りだくさんなサイトからメール
マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内マガジンを発行しています。読者限定のコラムやサイト更新案内
など、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだなど、楽しい雑学や豆知識が満載のメルマガに、ぜひご登録くだ
さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。さい。お申し込みは下記のサイトから受け付けています。

日本のしきたり「衣替え」

タテのカギ、ヨコのカギをヒントにマスを埋めていきます。水色の二重囲みマスに入る5文字を組み
合わせ環境問題に関連する言葉をつくります。その言葉が解答です。
〈ヒント〉プラごみ削減のため買い物にはマイバッグを持参しましょう。

　

夏
の
暑
さ
か
ら
解
放
さ
れ
深

ま
る
秋
に
向
け
一
日
一
日
と
季

節
が
移
り
変
わ
る
こ
の
時
期
。

朝
夕
は
少
し
肌
寒
く
、
日
中
は

暑
い
と
感
じ
る
日
も
あ
り
ま

す
。
四
季
が
あ
り
天
気
や
気
温

が
変
わ
り
や
す
い
日
本
で
は
、

季
節
ご
と
に
衣
類
や
持
ち
物
を

替
え
て
き
ま
し
た
。
地
域
で
多

少
ず
れ
は
あ
る
も
の
の
主
に
10

月
と
６
月
に
行
う
「
衣
替
え
」

は
全
国
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

衣
替
え
の
起
源
は
平
安
時

代
。
中
国
か
ら
年
に
２
回
の

物も
の
い
み忌
の
日
に
衣
を
替
え
る
宮
中

行
事
と
し
て
伝
わ
り
ま
し
た
。

冬
か
ら
夏
、
夏
か
ら
冬
の
季
節

の
変
わ
り
目
は
厄
日
と
さ
れ
、

装
束
を
替
え
る
こ
と
で
た
ま
っ

た
厄
を
払
い
ま
し
た
。
元
々
は

「
更こ

う

衣い

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
更
衣
が
女
官
の
役
職
名

に
用
い
ら
れ
た
た
め「
衣

こ
ろ
も

更が

え
」

に
変
わ
り
、
後
に
現
在
の
「
衣

替
え
」
と
な
り
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
着
物
の
種
類
が
増

え
、
武
家
社
会
の
衣
替
え
は
年

に
４
回
と
な
り
、
そ
の
習
慣
は

庶
民
に
も
広
が
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
明
治
時
代
、
洋
装
に
な
っ

た
の
を
機
に
10
月
と
６
月
の
１

日
を
衣
替
え
の
日
と
し
、
今
日

ま
で
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
の
衣
替
え
で
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
は
夏
服
の
汗
じ
み
と
汚
れ

を
し
っ
か
り
落
と
す
こ
と
で

す
。
夏
服
は
綿
や
麻
の
も
の
が

多
く
、
汗
が
つ
い
た
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
黄
ば
み
の
原
因
に

な
る
の
で
な
る
べ
く
早
く
洗
い

そのイメージはどうやって形成されたのか

　

私
た
ち
は
物
事
を
「
こ
こ
ろ
の
フ

ィ
ル
タ
ー
」
を
通
し
て
理
解
し
、
考

え
、
感
じ
て
い
ま
す
。
人
に
対
し
て

も
同
じ
で
、外
見
的
な
特
徴
（
服
装
、

体
型
、顔
つ
き
な
ど
）、属
性
（
性
別
、

年
齢
、
出
身
地
、
国
籍
、
学
歴
、
職

種
、
宗
教
な
ど
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
っ
た

結
果
、
相
手
の
「
人
と
な
り
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
１
つ
「
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
」
は
、
社
会
や
文
化
の

中
で
人
々
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る

典
型
的
で
固
定
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
の

こ
と
で
す
。
集
団
生
活
を
送
る
人
な

ら
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
。
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
が
あ
る
お
か
げ
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
初
体
験
の
出
来
事

に
も
、
過
剰
な
ナ
ー
バ
ス
さ
を
感
じ

ず
に
、
対
応
や
準
備
を
進
め
ら
れ
ま

す
。
生
き
て
い
く
う
え
で
大
切
な
自

然
の
こ
こ
ろ
の
働
き
で
す
。

　

し
か
し
す
べ
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
が
も
ろ
手
を
挙
げ
て
歓
迎
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
日
本

人
に
身
近
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
一

種
「
血
液
型
に
よ
る
性
格
判
断
」。

Ａ
Ｂ
Ｏ
な
ど
の
分
類
で「
人
と
な
り
」

こ
こ
ろ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
知
る

面
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

と
て
も
大
切
で
あ
り
な
が
ら
、
と

き
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
招
く
「
こ
こ

ろ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
」。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
影
響
を
生
ま
な
い
た
め
に
有
効
な

の
は
フ
ィ
ル
タ
ー
の
存
在
を
意
識
す

る
こ
と
で
す
。す
る
と
、フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
さ
な
い
違
う
見
え
方
も
あ
る
だ

ろ
う
と
い
う
気
づ
き
か
ら
、
許
容
の

幅
が
広
が
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
敬

う
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
誰
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「
こ
こ
ろ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
」
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
生
き
た
中
で

徐
々
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
今
も

ま
だ
作
成
途
中
。
簡
単
に
交
換
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
の
道
の
り
で
自
分
自
身
が
育
て
た

大
事
に
す
べ
き
も
の
で
す
。
そ
の
存

在
に
、少
し
の
時
間
で
も
よ
い
の
で
、

目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころこころののののののののの
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《第10回》

津波、風評の被害を乗り越え、復興へ邁進

海の

苔り

の
加
工
販
売
を
メ
イ
ン
と

す
る
福
島
県
相
馬
市
の
株
式
会
社

サ
ン
エ
イ
海
苔
。
多
彩
な
商
品
の

中
で
も
人
気
の
韓
国
海
苔
は
、
袋

か
ら
出
し
て
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ

る
包
装
を
独
自
開
発
し
、
一
世
を

風
靡
し
た
。
工
場
は
国
内
９
カ
所

に
加
え
韓
国
に
も
あ
り
、
相
馬
市

近
郊
に
５
つ
の
ホ
テ
ル
を
経
営
す

る
な
ど
幅
広
く
事
業
を
展
開
す

る
。
│
│
だ
が
、
こ
こ
ま
で
の
道

の
り
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
。
本

社
工
場
は
難
を
逃
れ
た
が
沿
岸
の

工
場
と
倉
庫
、
数
億
円
分
の
海
苔

が
流
さ
れ
た
。
従
業
員
の
ほ
と
ん

ど
は
無
事
を
確
認
で
き
た
が
津
波

に
奪
わ
れ
た
貴
い
命
も
あ
っ
た
。

　

復
興
へ
歩
み
出
す
べ
く
海
苔
の

加
工
を
再
開
し
た
が
、
一
時
的
な

出
荷
停
止
の
影
響
は
大
き
く
、
取

扱
店
に
は
他
社
の
商
品
が
並
ん
で

い
た
。
そ
こ
に
、
福
島
県
に
対
す

る
風
評
被
害
が
出
始
め
る
。
売
上

高
は
半
分
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

そ
れ
で
も
逆
境
を
跳
ね
返
す
意

志
は
失
わ
な
か
っ
た
。１
件
１
件
、

丁
寧
に
安
全
性
を
説
明
し
少
し
ず

つ
販
売
量
を
戻
し
て
い
っ
た
。
仕

事
が
減
っ
た
時
期
、
約
80
人
い
た

当
時
の
従
業
員
に
は
グ
ル
ー
プ
会

社
の
ホ
テ
ル
で
の
作
業
や
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し
て
も

ら
い
、
給
与
は
払
い
続
け
た
。

日
本
の
た
め
に
、
お
客
様
の
た
め
に
、
日
本
テ
ク
ノ
が
で
き
る
こ
と

│
災
害
か
ら
の
復
興
へ
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環境問
題

環境問
題

常識テ
スト

常識テ
スト

　環境問題や電気に関する知識レベルを楽しみながらチ
ェックできるこのコーナー。出題範囲は本紙前号（65号）
の掲載記事。会社や学校などで下記の設問を使って、環
境常識テストを実施するのもいい。転載大歓迎。環境知
識の向上に役立ててほしい。

〈答えは記事面右下に掲載〉

a
b
c
d

カーボンリサイクル
カーボンリニューアル
カーボンニュートラル
カーボンエミッション

二酸化炭素（CO2）など温室効果ガス
の排出量から、森林による吸収量など
を差し引いて、プラスマイナスゼロに
することを何という？

Question

4

【４面】テッくんの《環境トレンド》Ｑ＆Ａ

a
b
c
d

2013年度比で26％減
2013年度比で46％減
2005年度比で26％減
2005年度比で46％減

2021年4月、日本はアメリカ主催の気候
サミットに際し、2030年度の温室効果
ガス排出削減の目標を従来の数値に上積
みして提示した。その新しい目標値は？

Question

1

【１面】各国 温室効果ガス削減目標上積み

a
b
c
d

生態系サービス
気候変動サービス
生態系枠組み
気候変動枠組み

生物多様性保全の「愛知目標」採択を受
け、2012年4月に設立された「生物多様性
及び《 》に関する政府間科学政策プラット
フォーム（IPBES）」。《 》に入る言葉は？

Question

2

【１面】環境問題を読み解くことば

a
b
c
d

プラスチックベンゼン
プラスチックビフェニル
ポリ塩化ベンゼン
ポリ塩化ビフェニル

電気機器の絶縁油などに用いられて
きたＰＣＢは、その有毒性により定めら
れた期限までに処分しなければならな
い。そのＰＣＢ、以下のうちどれの略語？

Question

3

【２面】高濃度PCB 全国で処理期限

※
内
容
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
転
載
利
用
な
ど
運
用
の
際
の
責
任
は

小
紙
で
は
負
い
か
ね
ま
す
。
自
己
責
任
の
も
と
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事

前号
出典記事
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を
類
推
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
科
学
的

根
拠
が
希
薄
と
の
説
が
有
力
で
、「
当

た
っ
て
い
る
」
と
感
じ
る
の
は
一
種

の
心
理
的
効
果
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
潤
滑
に
す

る
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
る
の
で
あ
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
、
血
液
型
を
も
と

に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
る
「
ブ
ラ
ッ

ド
タ
イ
プ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
通
称

ブ
ラ
ハ
ラ
）」
に
至
っ
て
し
ま
う
場

品
に
仕
上
げ
る
態
勢
を
整
え
た
。

　

以
前
は
海
苔
だ
け
だ
っ
た
商
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
、
多
種
の
加
工

品
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は

堅
固
な
復
興
を
後
押
し
し
て
く
れ

る
。
必
要
な
の
は
こ
こ
で
力
を
緩

め
な
い
こ
と
。
だ
か
ら
、
被
災
地

で
の
工
場
新
設
を
矢
継
ぎ
早
に
進

め
て
い
っ
た
。
震
災
前
は
本
社
工

場
を
含
め
３
カ
所
だ
っ
た
生
産
拠

点
に
新
た
な
６
工
場
を
追
加
し
て

い
く
。
新
設
の
拠
点
に
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
向
け
の
お
に

ぎ
り
用
海
苔
加
工

や
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

を
一
切
排
除
し
て
海
苔
を
つ
く
る

宮
城
県
・
仙
台
湾
を
臨
む
亘
理
工

場
、
原
発
事
故
後
の
避
難
指
示
が

解
除
さ
れ
た
地
域
の
雇
用
促
進
に

つ
な
げ
る
浪
江
工
場
な
ど
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
地
域
復
興
へ
の
思

い
を
込
め
た
工
場
だ
。
ま
た
２
０

２
１
年
２
月
の
地
震
で
老
朽
化
に

拍
車
が
か
か
っ
た
本
社
工
場
も
修

繕
を
進
め
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
進
ん

だ
。
今
後
は
人
と
商
品
力
の
ソ
フ

ト
面
を
整
え
、
自
社
と
地
域
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
か
っ
て
い
く
。

　

そ
の
ホ
テ
ル
に
は
被
災
者
や
復

興
支
援
の
人
を
受
け
入
れ
た
。
こ

こ
で
は
社
長
の
立
谷
一
郎
さ
ん
自

ら
も
、
炊
事
作
業
や
清
掃
な
ど
寸

暇
を
惜
し
ん
で
働
い
た
。
そ
の
と

き
は
携
帯
電
話
に
出
る
の
も
ま
ま

な
ら
ず
、
安
否
が
危
ぶ
ま
れ
て
し

ま
い
「
津
波
で
流
さ
れ
、
亡
く
な

っ
た
」
と
の
誤
報
が
地
元
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

懸
命
な
活
動
を
続
け
る
中
、
海

産
物
加
工
業
者
の
多
く
が
復
興
を

諦
め
て
い
き
漁
師
の
水
揚
げ
に
買

い
手
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
と

知
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
相
馬
か

ら
漁
業
が
消
え
て
し
ま
う
。
そ
れ

を
食
い
止
め
、
自
社
の
事
業
拡
大

に
も
つ
な
げ
る
た
め
名
産
物
の
し

ら
す
や
魚
介
類
を
買
い
取
り
、
加

工
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
た
だ
、
簡
易
な
設
備
で
の
加

工
で
は
市
場
競
争
に
勝
て
な
い
。

そ
こ
で
コ
メ
の
選
別
に
使
う
カ
メ

ラ
で
異
物
を
は
じ
く
機
械
、
風
圧

で
異
物
を
飛
ば
す
機
械
な
ど
最
新

機
器
を
そ
ろ
え
、
よ
り
良
質
の
商
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ま
し
ょ
う
。
重
曹
を
ぬ
る
ま
湯

で
し
っ
か
り
溶
か
し
洗
剤
と
一

緒
に
洗
う
と
洗
浄
力
が
高
ま
る

の
で
お
す
す
め
で
す
よ
。
一
部

の
洗
濯
機
で
は
使
え
な
い
も
の

も
あ
る
の
で
事
前
に
確
認
く
だ

さ
い
ね
。
ま
た
、
衣
替
え
は
服

の
整
理
に
も
よ
い
機
会
な
の
で

着
な
く
な
っ
た
も
の
を
リ
ユ
ー

ス
で
古
着
に
出
す
な
ど
適
切
に

処
分
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昔
の
人
は
衣
服
が
簡
単
に
手

に
入
ら
な
い
の
で
、
着
物
で
あ

れ
ば
汚
れ
た
も
の
や
傷
ん
だ
も

の
を
ほ
ど
い
て
洗
い
張
り
を
し

て
仕
立
て
直
し
た
り
、
小
物
に

作
り
直
し
た
り
し
て
大
事
に
使

っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
人
た

ち
の
「
物
」
へ
の
思
い
と
、
そ

れ
を
身
に
つ
け
る
「
人
」
へ
の

思
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。

　

日
本
人
は
衣
替
え
を
通
し
て

季
節
を
感
じ
、
衣
服
の
手
入
れ

や
整
理
整
頓
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
衣
替
え
が
伝
え
る
心
を
受

け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。
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力
を
緩
め
ず
被
災
地
へ
の
工
場
新
設
次
々
と

② 今が旬。つぶつぶ房の紫の果物。
③ 2019年度の日本の温室効果ガス
排出量は約12億○○でした。

④ 秋だと立秋、処暑、白露、秋分な
ど……○○○○○節気。

⑥ 気象庁は○○○交通省の外局の１
つです。

⑦ 使用電力量の単位「kWh」は○○
ワットアワーと読みます。

⑧ SDGsは「持続可能な開発目標」
を○○します。

① 瀬戸内海にいる生きた化石。名前
は似ているけれど、カニじゃない。

⑤ お池にはまっても、ドジョウが遊
んでくれました。○○グリ。

⑥ 一般に電気の契約は50kW未満
が低圧、それ以上は○○圧になる。

⑦ ビルや工場にある電気の受変電
設備「○○ービクル」。

⑧ ９月の第３月曜日は、ケ○○○の
日でした。

⑨ ○○○ファソラシド～♪

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

「環境問題常識テスト」の答え ◎ Ｑ１：b ／ Ｑ２：a ／ Ｑ３：d ／ Ｑ４：c
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⑨
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⑤
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焼
き
そ
ば
の
生
麺
は
、

調
理
前
に
レ
ン
ジ
で
温

め
る
と
ほ
ぐ
れ
や
す

く
、麺
の
ち
ぎ
れ
防
止

に
な
り
ま
す
。

＠
ア
イ
さ
ん

こ
ん
な
知
恵
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た

修
繕
を
進
め
る
本
社
工
場
に
併
設
の
直

売
店
舗
。
管
理
部
の
立
谷
浩
二
さ
ん（
円

内
）
か
ら
当
時
の
様
子
を
取
材
し
た
。

※ 現在制作中
のためデザイ
ンは予告なく
変更する場合
があります。
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